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1 業務概要 

 

(1)業務目的：本業務は、柏崎市新ごみ処理場建設予定地において、設計及び施工に

必要な地質ﾃﾞｰﾀ(液状化リスク評価)を調べることを目的とする。  

 

(2)委託番号：環廃委 第２号 

 

(3)委託業務名：新ごみ処理場建設に係る地質調査業務委託 

 

(4)委託場所：柏崎市 松波四丁目地内 

 

(5)業務期間：令和 5 年 4 月 25 日～令和 5 年 10 月 21 日 

 

(6)業務内容：①一般調査業務(地質調査数量は表 1.1 参照) 

・コアボーリング(φ66mm)   2 孔 L=10m×2 

・ノンコアボーリング(φ86mm)   2 孔 L=5m,L=5.9m 

・標準貫入試験     20 回 

・サンプリング(トリプルサンプリング)   2 試料 

・室内土質試験     1 式 

②解析等調査業務 

・資料整理とりまとめ   1 式 

・断面図等の作成   1 式 

・繰り返し非排水三軸試験  2 試料 

・液状化の予測・判定   1 式 

③間接調査 

・準備後片付け    1 業務 

・仮囲い    2 箇所 

・調査孔閉塞    4 箇所 

・足場仮設(平坦地足場)   2 箇所 

③設計業務 

・既存資料の収集・現地調査  1 式 

・資料整理とりまとめ   1 式 

・断面図等の作成   1 式 

・総合解析とりまとめ   1 式 

・打合せ協議    1 式(5 回) 
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(7)発注者：柏崎市役所 建築住宅課 ℡0257-21-2291 

 

(8)受注者：株式会社 興和 中越支店 

新潟県長岡市新産４－１－１ 

      TEL 0258-47-1331 FAX 0258-47-1335 

      主任技術者 廣橋 典明(地質調査技士、 

技術士 建設 河川、砂防及び海岸・海洋) 

            担当技術者 土屋 香織 

      

 

表 1.1 調査数量表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ番号

規格・種別・調査目的
調査孔
66φ

試験孔
86φ

調査孔
66φ

試験孔
86φ

粘性土・シルト ｍ 3.5 3.3 6.8

砂・砂質土 ｍ 6.5 5.9 12.4

礫混じり土砂 ｍ 0.8 0.8

合計 ｍ 10 0 10 0 20.0

粘性土・シルト ｍ 0.4 0.4

砂・砂質土 ｍ 5.0 4.7 9.7

礫混じり土砂 ｍ 0.8 0.8

合計 ｍ 0 5.0 0 5.9 10.9

粘性土・シルト 回 4 4 8

砂・砂質土 回 6 6 12

礫混じり土砂 回 0

合計 回 10 0 10 0 20

本 1 1 2

試料 9 1 8 1 19

試料 9 1 8 1 19

試料 4 4 8

試料 5 1 4 1 11

試料 4 4 8

試料 4 4 8

式 1 1 2室内土質試験
（力学試験）

繰り返し非排水三軸試験

室内土質試験
（物理試験）

土粒子の密度

含水比

粒度（粘土：沈降分析）

粒度（砂：ふるい、0.5Kg）

液性限界

塑性限界

深度50ｍ以下
φ86mm

ノンコアボーリング

標準貫入試験

トリプルサンプリング

調査項目 単位

NO.1 NO.2

合計

深度50ｍ以下
φ66mm

オールコアボーリング
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2 実施方針 

本業務における調査方法の概要を以下に示す。 

 

(1)計画準備 

着手前にクリーンセンターかしわざきにて合同会議、現地立会を実施し、①位置確認、

②資材搬入路,搬入方法,仮設方法、③必要な安全対策の確認を行った。 

 

(2)仮設、運搬計画 

ボーリング資材の運搬は、3t ユニックにより搬入し、№2 号孔については車両の侵入

が困難なため不整地運搬車により搬入を行った。 

ボーリング地点には、パイプ足場を仮設する。足場仮設は現地地形に対応した足場仮

設を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資材搬入状況(No.2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボーリング作業に伴う足場仮設状況(No.1) 
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(3) 機械ボーリング 

機械ボーリングは、主として土質及び岩盤を調査し、地質構造や地下水位を確認す

るとともに試料を採取しあわせて原位置試験を実施するために行う。掘削は鉛直下方

の機械ボーリングを実施する。削孔径は本孔φ66mm、別孔(試験孔)φ86mm にて

実施した。概要を図 2.1 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.1 機械ボーリングの目的と方法 
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(4)標準貫入試験 

標準貫入試験は、日本工業規格(JIS A 1219:2013)に準じて、深度１ｍピッチで実施

した。本業務では半自動落下型の試験器を用いた。概要を図 2.2 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2 標準貫入試験の目的と方法 
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(5)試料採取(トリプルサンプリング) 

 試料採取は、地盤工学会基準(JGS1223-2012)に準じて実施した。目的と方法は以下

のとおりである。なお、試料採取深度については監督員と協議により決定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.3 試料採取(トリプルサンプリング)の目的と方法 
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(6)土質試験 

室内土質試験及び岩石試験は、日本工業規格（JIS）及び地盤工学会基準（JGS）に

準じて実施した。試験項目と規格番号及び概要を以下に示す。なお、試験実施深度に

ついては、監督員と協議により決定した。 

 

① 物理試験 

土の物理特性及び液状化判定を目的として標準貫入試験試料、サンプリング試料を用

いて下記試験を実施した。表 2.1 に各試験の基準、目的を示す。 

 

 ・土粒子の密度 

 ・含水比 

 ・粒度 

 ・液性限界、塑性限界(対象:粘性土) 

 

表 2.1 室内土質試験の種類・基準 
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②繰り返し非排水三軸試験 

 試験孔にて採取した試料に対して液状化強度を求めることを目的に下記の繰り返し

非排水三軸試験(JGS-0541-2009)を実施した。下記に試験の概要を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.4 繰り返し非排水三軸試験の目的と方法 
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3 地形・地質概要 

 

 本調査地は、柏崎市役所より北側に約 3.8km 隔てた「クリーンセンターかしわざ

き」の敷地内に位置する。 

調査地は鯖石川と別山川の合流点より約 1km 下流の鯖石川右岸に位置し、地形的に

は図 3.1 に示す地形区分より海岸線に沿って形成されている砂丘の南端部に位置す

る。また、砂丘と丘陵間の鯖石川、別山川流域は沖積平野が広がり、河川に沿って自

然堤防が形成されている以外は、氾濫原性の低地により構成されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.1 柏崎地域の地形概略図 〇調査位置 

新潟県平野部の地盤図集,(社)北陸建設弘済会,S53.3,p3 
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 地質概要としては、図 3.2 の表層地質図より調査地周辺は第四紀完新世の荒浜砂丘

砂層(Sd)の砂の分布域となる。また、図 3.3 の地盤図を参考とすれば、砂丘砂の下位

には平野部で第四紀の粘性土層である粘性土(A1～A3)が標高-55m 付近まで厚く分布

し、完新世と更新世の境界は標高-35m 付近となる。一方、海岸側では砂丘砂の下位に

第四紀更新世の泥岩、砂岩、礫岩が分布する。本調査地は、鯖石川の右岸に位置する

事から砂丘砂の下位は、完新世上部層の粘性土(A1)が標高-8m 付近まで分布し、以深

に完新世中部層の粘性土(A2)が出現すると推定される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主要地質の地質凡例 

 

 

 

 

 

 

図 3.2 調査地周辺の表層地質図 S=1:50,000 〇調査位置 

5 万分の 1 地質図幅 柏崎,地質調査総合センター発行、引用 
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図 3.3 調査地周辺の地盤図 

新潟県地盤図, (社)新潟県地質調査業協会より抜粋 

調査位置 

調査地投影(鯖石川流域) 
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4 調査結果 

 

 調査結果の整理にあたっては敷地内で実施された以下の既往調査資料を参考とした。

ただし「S49 調査」の標準貫入試験方法は現在の規格（JIA A1219）と異なり、本調査結

果で得られた N 値との整合性に欠ける可能性がある。そのため、「S49 調査」の結果は推

定地質断面図の土層区分のみに適用した。また孔口標高が不明のため、地質断面図では

現地表面に配置した。 

 

・既往調査資料（以降,「S49 調査」と記す） 

柏崎地区衛生施設組合 ごみ焼却炉建設工事地質調査 報告書,昭和 49 年 10 月, 

柏崎市,興和地下建設(株) 

 〔採用データ〕 NO.3 号孔 
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4.1 ボーリング結果（地盤構成） 

 図 4.1 に調査位置平面図、図 4.2 に推定地質断面図を示す。図 4.2 にはコア写真と

層の特徴を併記した。なお層の特徴に記載した相対密度と相対稠度は、後述する標準貫

入試験結果（N 値）から表 4.2 の区分で砂の締まり具合や粘性土の硬さを評価したもの

である。 

 

表 4.1 調査情報一覧 

孔番 調査深度 孔口標高 調査項目 

No.1 10.46m 7.63m 機械ボーリング,標準貫入試験, 

土質試験(物理,動的変形,液状化) No.2 10.45m 8.36m 

No.3(S49) 20.45m (不明) 機械ボーリング,標準貫入試験, 

 

 

 

表 4.2 相対密度と相対稠度の評価基準 

（地盤調査の方法と解説,(公社)地盤工学会,H25.3,p.305,308） 

・N 値と砂の相対密度の関係（Terzaghi and Peck) 

N 値 
相対密度 

(Terzaghi・Peck) 
現場判別法 

0～4 非常に緩い(very loose) 鉄筋が容易に手で貫入 

4～10 緩い(loose) ショベル(スコップ)で掘削可能 

10～30 中位の(medium) 鉄筋を 5 ポンドハンマで打込み容易 

30～50 密な(dense) 同上,30cm 程度貫入 

＞50 非常に密な(very dense) 同上,5～6cm 貫入、掘削につるはし必要、

打込み時金属音 

注)鉄筋はφ13mm 

・N 値と粘土のコンシステンシー,一軸圧縮強さの関係（Terzaghi and Peck) 

N 値 qu (kN/m
2) コンシステンシー 

0～2 0.0～24.5 非常に軟らかい 

2～4 24.5～49.1 軟らかい 

4～8 49.1～98.1 中位の 

8～15 98.1～196.2 硬い 

15～30 196.2～392.4 非常に硬い 

30～ 392.4～ 固結した 
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 本調査では対象地の地盤を、人工地盤の盛土または埋土の「B 層」、第四紀完新世の砂

丘砂層である「Asd 層」、粘性土層の「Ac 層」の 3 層に大別した。その中で Asd 層は深

度方向に締まりが密になる傾向にあるため、N 値による強度区分で 3 層に細別した。細

別層を含めた層区分は 5 層である。地盤構成の概要は以下のとおりである。 

 

《盛土・埋土 B 層》 

 B 層はごみ処理場建設時の造成盛土、あるいは埋土と推定され、ボーリングで確認さ

れた層厚は 1m 前後である。砂が主体と推定され、不規則に礫を混入する。一部で確認

される配管の埋戻土は砂礫である。 

 

《砂丘層 Asd 層》 

 Asd 層は日本海沿いに広く発達する荒浜砂丘を構成する砂丘砂層と推定される。荒浜

砂丘は下位の古砂丘とその上位の新砂丘が複合したものだが、両者の粒度組成などの特

徴は類似している。一方で固結度は、古砂丘が固結した状態であることに対して新砂丘

は未固結な部分が多い。本調査で確認された砂丘砂層は未固結な状態であることから、

固結度から新砂丘相当と評価した。 

Asd 層の土質は中砂で不規則に細粒分や腐植物、礫を混入する。N 値は下部に向かい

大きくなる傾向にあり、本調査では締まり具合に応じて Asd(1)～(3)の 3 層に細別した。 

Asd(1)層の N値は 8.4～13.0（平均 11.1）、Asd(2)層の N 値は 16.0～29.0（平均 23.0）、

Asd(3)層の N 値は 31.0～50.0（平均 39.8）である。層厚は 5.9m だが、その間で 1～3m

の厚さで強度が変化する。各層の境界は不明確で厚さ分布の傾向は不規則である。 

 

《粘性土層 Ac 層》 

 Ac 層は柏崎平野を構成する沖積層の粘性土層と推定される。対象地付近の模式断面

図(図 3.3 参照)によれば鯖石川付近が沖積層の分布域と更新統堆積物の分布域の境界

となっている。更新統堆積物の上位には古砂丘が分布すると推定されるが、前述のとお

り本調査で確認された砂丘砂層は新砂丘と推定したため、下位に分布する粘性土層は沖

積層相当と評価した。 

Ac 層の土質はシルトで不規則に腐植物を点在し、砂を混入する。また有機質な部分や

砂質シルトや細砂を薄層で挟む部分もある。 

N 値は 5.6～9.7（平均 7.4）でやや硬質である。層厚は本調査では 4m を確認して堀止

としたため不明だが、既存調査によれば 5m 程度を有する。また No.1 から No.2 間の分

布標高はほぼ水平であるものの、No.1 から No.3(S49)の間で約 4m の比高があり、日本

海側に向かい傾斜していると推測される。ボーリング間の直線勾配は約 6.5 度である。

これは砂丘堆積前の地形条件で形成されたもので、旧河道や入江などの地形的要因が考

えられるが明らかではない。 
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《地下水位》 

 調査時に確認された地下水位は Asd 層中に確認され、深度は 4～5m 付近である。No.2

がやや深く、鯖石川方向に向かう地下水の流れが想定される。各ボーリングで確認され

た地下水位は以下のとおりである。 

 

No.1 深度 3.60m（標高 4.03m） 確認日 2023/6/7 

No.2 深度 4.93m（標高 3.43m） 確認日 2023/6/8 
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図 4.1 調査位置平面図（Scale=1:1,000） 

No.1
ボーリング位置

(既存)ボーリング位置

地質断面線

凡例

No.1

A'A

※既存ボーリング位置は、下記資料の図面(紙)からの読み取り位置である。

No.1～No.3(S49)：柏崎地区衛生施設組合 ごみ焼却炉建設工事地質調査,興和地下開発(株)

No.3(S49) 

No.1 

No.2 

断面線 
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図 4.2 推定地質断面図
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Asd(1)第1層

第2層

第3層

第
四
紀
完
新
世

砂丘砂層

完
新
統
沖
積
層

粘性土層

盛土・埋土

主な土質 （代表N値）
N値

砂礫
礫まじり砂

中砂

中砂

中砂
シルト混じり砂

シルト

地 層 区 分 記号

B

Asd(2)

Asd(3)

Ac

※地表線は平面図および横断図より読み取り作成した。

※既存柱状図は孔口標高が不明のため現況地表線に合わせて配置した。

5.6～9.7

8.4～13

16～29

31～50

-

(10.1)

(20.9)

(36.3)

(6.8)

地層区分凡例

コア写真 

推定地質断面図（Scale H=1:500,V=1.100） 

層の状況 

記号 主な土質 層厚 相対密度,相対稠度 層の特徴

B
砂礫
礫混じり砂

0.9～
1.2m

-
現施設の造成盛土、あるいは埋土と推定される。土質は地点による。No.1は礫ま
じり砂が主体で、φ10～80mmの角礫を点在する。No.2は砕石主体の砂礫が確認さ
れたが、配管の埋戻土と推定される。

第1層 Asd(1) 中砂
1.1～
1.8m

N値：8.4～13.0
   　(平均11.1)
相対稠度：緩い～中くらい

粒子不均一の中砂が主体で、細砂や粗砂が混在する。不規則に細粒分や腐植物、
礫を混入する。色調変化あり、上部は褐色、下部は暗灰色となる。地下水を賦存
する層である。

第2層 Asd(2) 中砂
2.0～
3.0m

N値：16.0～29.0
   　(平均23.0)
相対稠度：中くらい

上層と同一土質である。
N値による強度区分により区別する。色調変化を有する部分で、地下水の変動域と
推定される。

第3層 Asd(3)
中砂
シルト混じ
り砂

1.5～
2.1m

N値：31.0～50.0
　　 (平均39.8)
相対密度：密な～非常に密な

上層と同一土質である。
N値による強度区分により区別する。
地下水位以深となる部分が主体で、含水やや多い。

Ac シルト
4m
以上

N値：5.6～9.7
　　 (平均7.4)
相対密度：中位～固い

比較的均質で硬いシルトを主体とする。不規則に腐植物を点在し、砂を混入す
る。また腐植物多く有機質で黒褐色を呈する部分や、砂質シルトや細砂を薄層で
挟む部分もある。色調は灰色を基調とし、暗色や青色を帯びる。

地質
年代

地層区分

第
四
紀
完
新
世

砂
丘
砂
層

完
新
統
沖
積
層

粘性土層

盛土・埋土

⇒0.9m 
B⇒ Asd(1)⇒ 

⇒6.5m 

Asd(2)⇒ 

⇒2.0m 

Asd(3)⇒ 

⇒5.0m 

Ac⇒ 

⇒1.2m 

B⇒ 

Asd(1)⇒ 

⇒7.1m 

Asd(2)⇒ 

⇒3.0m 

Asd(3)⇒ 

⇒5.0m 

Ac⇒ 
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4.2 標準貫入試験結果（N 値） 

 N 値は混入物による特異値や層境界の打撃値を除外した上で、式(1)により 30cm 換算

N 値として集計した。表 4.3 に N 値の集計表、図 4.3 にヒストグラム、表 4.4 に N 値

整理表を示す。 

 ヒストグラムより、各層の N 値分布は明瞭なピークを示す正規分布形状を示すものの

やや値に幅を持つため、各層の N 値にはばらつきがあると考えられる。表 4.3 には各

層の代表 N 値を併せて示したが、代表 N 値は N 値のばらつきを考慮して、式(2)で安全

側に補正した値を採用した。 

換算𝑁𝑁値 = 打撃回数 ×
0.3𝑚𝑚

打撃時の貫入量(𝑚𝑚)
 

代表𝑁𝑁値 = 平均𝑁𝑁値 −標準偏差/2 

 

表 4.3 N 値の集計表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.3 N 値ヒストグラム 

最小値 最大値 平均値 標準偏差 実施回数

B - - - - - -
Asd(1) 8.4 13.0 11.1 2.0 3 10.1
Asd(2) 16.0 29.0 23.0 4.2 5 20.9
Asd(3) 31.0 50.0 39.8 6.9 4 36.3

Ac 5.6 9.7 7.4 1.3 8 6.8
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表 4.4 N 値整理表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0~100 100~200 200~300 0~100 100~200 200~300

Asd(1) No.1 1.15 2 3 4 100 120 100 9 / 320 8

No.2 1.15 2 6 2 100 100 100 8 /200 12 (一部除外)層境界

2.15 4 4 5 100 100 100 13 / 300 13

Asd(2) No.1 2.15 6 9 10 100 100 100 25 / 300 25

3.15 6 5 5 100 100 100 16 / 300 16

4.15 4 8 11 100 100 100 23 / 300 23

No.2 3.15 6 7 9 100 100 100 22 / 300 22

4.15 9 10 10 100 100 100 29 / 300 29

Asd(3) No.1 5.15 7 11 13 100 100 100 31 / 300 31

6.15 11 13 13 100 100 100 37 / 300 37

No.2 5.15 10 13 18 100 100 100 41 / 300 41

6.15 13 18 19 100 100 100 50 / 300 50

Ac No.1 7.15 3 3 4 110 100 100 10 / 310 10

8.15 3 3 3 110 110 100 9 / 320 8

9.15 3 2 3 110 100 100 8 / 310 8

10.15 2 2 2 110 100 100 6 / 310 6

No.2 7.15 2 2 3 100 100 100 7 / 300 7

8.15 2 3 3 100 100 100 8 / 300 8

9.15 2 2 2 100 120 100 6 / 320 6

10.15 2 2 3 100 100 100 7 / 300 7

：除外データ

換算N値
※土砂:最大50

備考
地層
区分

ボーリン
グNo.

開始深度
(GL-m)

100mm毎の
打撃回数(回)

貫入量
(mm)

打撃回数
/貫入量
(回/mm)
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4.3 室内土質試験結果 

 室内土質試験は土の物理特性値や動的変形特性（液状化強度）、および液状化検討に

必要な諸物性値を把握することを目的に実施した。 

 

(1) 採取試料 

 表 4.5 に採取試料一覧を示す。室内土質試験用試料は、乱れの少ない試料（トリプル

サンプリング）および乱した試料（標準貫入試験）として採取した。各試料の試験目的

は以下のとおりである。 

 

各試料の試験目的 

乱れの少ない試料 ：試料の物理, 液状化強度の把握 

乱した試料 ：液状化の検討に必要な物理特性の把握 

 

表 4.5 採取試料一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○乱れの少ない試料

含水

比

土粒

子の

密度

粒度
(ふるい)

粒度
(沈降)

液性

限界

塑性

限界

湿潤

密度

繰り返

し三軸

No.1 Asd(3) T1 Tr 5.00～5.90 5.45 ○ ○ ○ ○ ○
No.2 Asd(3) T2 Tr 5.90～6.90 6.40 ○ ○ ○ ○ ○

○乱した試料

含水

比

土粒

子の

密度

粒度
(ふるい)

粒度
(沈降)

液性

限界

塑性

限界

No.1 Asd(1) P1-1 P 1.15～1.47 1.31 ○ ○ ○
Asd(2) P1-2 P 2.15～2.45 2.30 ○ ○ ○

P1-3 P 3.15～3.45 3.30 ○ ○ ○
P1-4 P 4.15～4.45 4.30 ○ ○ ○

Asd(3) P1-5 P 6.15～6.45 6.30 ○ ○ ○
Ac P1-6 P 7.15～7.46 7.31 ○ ○ ○ ○ ○

P1-7 P 8.15～8.47 8.31 ○ ○ ○ ○ ○
P1-8 P 9.15～9.46 9.31 ○ ○ ○ ○ ○
P1-9 P 10.15～10.46 10.31 ○ ○ ○ ○ ○

No.2 Asd(1) P2-1 P 2.15～2.45 2.30 ○ ○ ○
Asd(2) P2-2 P 3.15～3.45 3.30 ○ ○ ○

P2-3 P 4.15～4.45 4.30 ○ ○ ○
Asd(3) P2-4 P 5.15～5.45 5.30 ○ ○ ○

Ac P2-5 P 7.15～7.45 7.30 ○ ○ ○ ○ ○
P2-6 P 8.15～8.45 8.30 ○ ○ ○ ○ ○
P2-7 P 9.15～9.47 9.31 ○ ○ ○ ○ ○
P2-8 P 10.15～10.45 10.30 ○ ○ ○ ○ ○

※1 採取方法 ・乱れの少ない試料　Tr：トリプルサンプリング

・乱した試料　P：標準貫入試験

ボーリン
グ No.

中心
深度

(GL-m)

中心
深度

(GL-m)

ボーリン
グ No.

土層
試料
番号

(※1)
採取
方法

採取深度
(GL-m)

試験項目

土層
試料
番号

(※1)
採取
方法

採取深度
(GL-m)

試験項目
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(2) 土質試験結果一覧 

 表 4.6 に室内土質試験結果一覧を示す。 

 

表 4.6 室内土質試験結果一覧 

○乱れの少ない試料              ○乱した試料 

 

 

No.1 No.2

Asd(3) Asd(3)

T1 T2

(5.00～5.90m) (5.90～6.90m)

湿 潤 密 度 ρs Mg/m
3 1.99 2.03

乾 燥 密 度 ρs Mg/m
3 1.62 1.68

土粒子の密度 ρs Mg/m
3 2.72 2.77

自 然 含 水 比 wn % 23.4 21.2

間 隙 比 wn % 0.680 0.650

飽 和 度 wn % 93.1 90.3

% 0.0 0.0

% 94.9 90.4

% 5.1 9.6

%

最 大 粒 径 mm 2 2

均 等 係 数 Uc 2.33 4.42

曲 率 係 数 Uc' 1.21 2.05

細粒分含有率 Fc % 5.1 9.6

10% 粒 径 D10 mm 0.1734 0.0818

20% 粒 径 D20 mm 0.2500 0.1959

50% 粒 径 D50 mm 0.3633 0.3218

細粒分まじり砂 細粒分まじり砂

(S-F) (S-F)
繰

返

し

三

軸

液状化強度比 RL20 0.228 0.230

試料番号
(採取深度(GL-m))

土層

一

般

粒

度

礫 分 2mm ～ 75mm

砂 分 0.075 ～ 2mm

ｼﾙﾄ分 0.005～0.075mm

粘土分 0.005mm未満

分

類

地 盤 材 料 の 分 類 名

分 類 記 号

ボーリングNo. No.1

Asd(1) Asd(2) Asd(2) Asd(2) Asd(3) Ac Ac Ac Ac

P1-1 P1-2 P1-3 P1-4 P1-5 P1-6 P1-7 P1-8 P1-9

(1.15～1.47m) (2.15～2.45m) (3.15～3.45m) (4.15～4.45m) (6.15～6.45m) (7.15～7.46m) (8.15～8.47m) (9.15～9.46m) (10.15～10.46m)

土粒子の密度 ρs Mg/m
3 2.73 2.73 2.71 2.73 2.75 2.67 2.66 2.58 2.65

自 然 含 水 比 wn % 6.5 8.4 7.8 18.5 18.4 48.3 48.4 65.6 46.9

% 0.5 0.1 0.1 0.0 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0

% 96.8 96.8 96.5 94.4 95.2 3.7 6.3 8.7 1.2

% 2.7 3.1 3.4 5.6 4.4 23.7 40.6 30.5 58.4

% 72.6 53.1 60.8 40.4

最 大 粒 径 mm 9.5 4.75 4.75 2.00 9.5 0.85 0.85 0.85 0.425

均 等 係 数 Uc 2.18 2.16 1.97 2.34 2.44 - - - -

曲 率 係 数 Uc' 1.07 1.14 1.09 1.2 1.22 - - - -

細粒分含有率 Fc % 2.7 3.1 3.4 5.6 4.4 96.3 93.7 91.3 98.8

10% 粒 径 D10 mm 0.2088 0.1873 0.2099 0.1688 0.1845 - - - -

20% 粒 径 D20 mm 0.2709 0.2511 0.2681 0.2370 0.2669 - - - -

50% 粒 径 D50 mm 0.4059 0.3630 0.3758 0.3576 0.4033 0.0023 0.0043 0.0030 0.0070

液 性 限 界 wL % 90.4 81.1 110.3 72.4

塑 性 限 界 wp % 35.4 30.8 44.2 27.8

塑 性 指 数 Ip 55.0 50.3 66.1 44.6

コンシステンシー指数 Ic 0.77 0.65 0.68 0.57

分級された砂 分級された砂 分級された砂 細粒分まじり砂 分級された砂
粘土

（高液性限界）

砂まじり粘土

（高液性限界）

砂まじり粘土

（高液性限界）

粘土

（高液性限界）

(SP) (SP) (SP) (S-F) (SP) (CH) (CH-S) (CH-S) (CH)

分

類

地 盤 材 料 の 分 類 名

分 類 記 号

ボーリングNo.

試料番号
(採取深度(GL-m))

土層

一

般

粒

度

礫 分 2mm ～ 75mm

砂 分 0.075 ～ 2mm

ｼﾙﾄ分 0.005～0.075mm

粘土分 0.005mm未満

コ

ン

シ

ス

テ

ン

シ

ー

特

性

No.2

Asd(1) Asd(2) Asd(2) Asd(3) Ac Ac Ac Ac

P2-1 P2-2 P2-3 P2-4 P2-5 P2-6 P2-7 P2-8

(2.15～2.45m) (3.15～3.45m) (4.15～4.45m) (5.15～5.45m) (7.15～7.45m) (8.15～8.45m) (9.15～9.47m) (10.15～10.45m)

土粒子の密度 ρs Mg/m
3 2.74 2.75 2.73 2.76 2.73 2.70 2.66 2.74

自 然 含 水 比 wn % 6.1 7.3 6.1 15.4 30.2 48.0 54.6 47.1

% 0.2 0.1 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

% 96.4 96.9 94.7 91.2 37.9 1.9 0.9 14.6

% 3.4 3.0 5.2 8.8 28.5 38.2 42.3 27.6

% 33.6 59.9 56.8 57.8

最 大 粒 径 mm 9.5 4.75 4.75 2 0.85 0.85 0.85 2

均 等 係 数 Uc 2.23 2.12 2.44 4.35 - - - -

曲 率 係 数 Uc' 1.18 1.13 1.29 1.78 - - - -

細粒分含有率 Fc % 3.4 3.0 5.2 8.8 62.1 98.1

10% 粒 径 D10 mm 0.1819 0.1942 0.1685 0.0973 - - - -

20% 粒 径 D20 mm 0.2500 0.2596 0.2543 0.2070 0.0015 - - -

50% 粒 径 D50 mm 0.3664 0.3709 0.3713 0.3705 0.0218 0.0035 0.0038 0.0032

液 性 限 界 wL % 45.4 85.9 90.9 97.6

塑 性 限 界 wp % 24.3 33.7 32.7 31.2

塑 性 指 数 Ip 21.1 52.2 58.2 66.4

コンシステンシー指数 Ic 0.72 0.73 0.62 0.76

分級された砂 分級された砂 細粒分まじり砂 細粒分まじり砂
砂質粘土

（低液性限界）

粘土

（高液性限界）

粘土

（高液性限界）

砂まじり粘土

（高液性限界）

(SP) (SP) (S-F) (S-F) (CLS) (CH) (CH) (CH-S)

分

類

地 盤 材 料 の 分 類 名

分 類 記 号

ボーリングNo.

試料番号
(採取深度(GL-m))

土層

一

般

粒

度

礫 分 2mm ～ 75mm

砂 分 0.075 ～ 2mm

ｼﾙﾄ分 0.005～0.075mm

粘土分 0.005mm未満

コ

ン

シ

ス

テ

ン

シ

ー

特

性
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 鉱物名 密度ρ s(g/cm
3
) 土質名 密度ρ s(g/cm

3
)

石英 2.6～2.7 豊浦砂 2.64

長石 2.5～2.8 沖積砂質土 2.6～2.8

雲母 2.7～3.2 沖積粘性土 2.50～2.75

角閃石 2.9～3.5 洪積砂質土 2.6～2.8

輝石 2.8～3.7 洪積粘性土 2.50～2.75

磁鉄鉱 5.1～5.2 泥炭（ピート） 1.4～2.3

クロライト 2.6～3.0 関東ローム 2.7～3.0

イライト 2.6～2.7 まさ土 2.6～2.8

カオリナイト 2.5～2.7 しらす 1.8～2.4

モンモリロナイト 2.0～2.4 黒ぼく 2.3～2.6

(3) 物理特性値 

 物理特性値は土質に応じて、例えば沖積砂質土の土粒子の密度は 2.6～2.8Mg/m3, 湿

潤密度は 1.6～2.0Mg/cm3, 含水比は 10～30%というように、一般的な数値範囲の目安が

示されている（表 4.8）。また物理特性値は混入物等の影響を受けやすく、例えば腐植

物を混入する場合は密度が小さく含水比が大きくなる等、混入物の種類や混入量により

各値に幅をもって分布することが一般的である。 

 表 4.7 に各層の物理特性値一覧を示す。土質試験結果は概ね土質に応じた値となっ

ており、妥当な試験値と評価できる。なお Asd(1)と Asd(2)の自然含水比が一般値に対

して低いが、これは同層の大部分が地下水位より上位であり乾燥しているためである。 

表 4.7 物理特性値一覧 

 

 

 

 

 

 

 

表 4.8 土質に応じた物性値の例 

（主な鉱物と土粒子の密度の例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（我国における土の密度のおおよその範囲） 

 

 

 

 

地盤材料試験の方法と解説，(公社)地盤工学会，R2.12 より抜粋

平均値 平均値 平均値 平均値

Asd(1) - - - - 2.730 ～ 2.740 2.735 6.1 ～ 6.5 6.3

Asd(2) - - - - 2.710 ～ 2.750 2.730 6.1 ～ 18.5 9.6

Asd(3) 1.99 ～ 2.03 2.01 1.620 ～ 1.680 1.650 2.721 ～ 2.772 2.751 15.4 ～ 23.4 19.6

Ac - - - - 2.580 ～ 2.740 2.674 30.2 ～ 65.6 48.6

一般値 沖積粘性土：1.2～1.8 g/cm
3 沖積粘性土：0.5～1.4 g/cm

3 沖積粘性土：2.50～2.75 g/cm
3 沖積粘性土：30～150 %

沖積砂質土：1.6～2.0 g/cm
3 沖積砂質土：1.2～1.8 g/cm

3 沖積砂質土：2.6～2.8g/cm
3 沖積砂質土：10～30 %

範囲 範囲 範囲 範囲

湿潤密度 ρt（Mg/m
3） 乾燥密度 ρd（Mg/m

3） 土粒子の密度ρs（Mg/m
3
） 自然含水比 wn (%)

土層
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(4) 粒度特性値 

 粒径加積曲線と粒度組成図を図 4.4 に示す。 

Asd 層の粒度分布は、砂を主体とし細粒分を 5%前後混入する。粒径加積曲線はほぼ同

じ形状となっており Asd(1)～(3)の層区分によらず、ほぼ同じ粒度組成であるといえる。

また、均等係数が 10 以下であり分級された（粒子がそろっている）砂である。 

一方で Ac 層の粒度分布は、細粒分を主体とし砂を 10%前後混入する。粒径加積曲線

はシルト分と粘土分の混入割合により上下にやや幅を持つ。なお P2-5 試料は砂を 40%

程度含み粒径加積曲線も他試料と異なる分布となるが、これは上位の Asd 層境界付近の

試料であるため、砂が混入したものである。 
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 (粒径加積曲線) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (粒度組成図) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4 粒径加積曲線と粒度組成図  
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(5) コンシステンシー特性 

 コンシステンシーは、同じ土でも含水量の変化によって土の変形・抵抗などに相違が

生じる性質のことであり、コンシステンシーによる土の状態変化は、収縮・塑性・液性

の各限界（図 4.5,左）から成り立つ。また塑性指数と液性限界を用いて粘性土を分類

する方法として塑性図（図 4.5,右）が用いられ、その土の圧縮性や透水性などの工学

的性質の概略を知ることができる。 

  (土のコンシステンシー限界)            (塑性図による粘性土の力学的性質の目安) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.5 コンシステンシーの変化による土の状態と塑性図の見方 

土質試験 基本と手引き,(公社)地盤工学会,H22.3,p.39,45 

 

 図 4.6 に塑性図を示す。対象試料の大部分が高液性限界の粘土またはシルトに分類

され、コンシステンシーで評価すれば相対的に圧縮性が高い試料であると推定される。

なお低液性限界に区分される P2-5 試料は、粒度分布で示したように砂を混入する試料

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.6 塑性図 
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 一方で、コンシステンシー特性から以下の目安で現状の土質の安定度などを推定する

ことができる 

 a. 自然含水比と液性限界の関係図 

自然含水比と液性限界の関係図では、液性限界が流動体へ変化点を示すことか

ら、自然含水比が液性限界を超えると現状で不安定な状態にあることが推定でき

る。 

 b.コンシステンシー指数 Ic 

 コンシステンシー指数 Ic は粘性土の相対的な硬さや安定度を意味し、下式で求

められる。 

 

 

 

 図 4.7 にコンシステンシー関係図表を示す。自然含水比と液性限界の関係図では全

ての試料の自然含水比が液性限界以下であり、またコンシステンシー指数は相対的に 1

近いため、コンシステンシー特性から評価すれば当地の土層は現状で比較的安定した状

態にあると推定される。 

 

 (コンシステンシー指数の集計表) 

 

 

 (自然含水比と液性限界の関係図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.7 コンシステンシー関係図表  

Ic≧1.0：自然含水比が塑性限界に近く、比較的安定した粘性土 

Ic=0：自然含水比が液性限界に近く、乱せば液状を呈する不安定な粘性土 

Ic＜0：液性限界より自然含水比が大きく、鋭敏で不安定な粘性土 
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(6) 動的変形特性（液状化強度） 

 液状化の予測においては、液状化抵抗率 FL を地盤の液状化強度比 Rと地震時に地盤に発

生する繰り返しせん断応力比 L の比で評価し（FL=R/L）、FL が 1 を上回れば液状化しない、

1を下回れば液状化すると判断する。ここで地盤の液状化強度比 Rは地盤の N 値や粒度分布

から求める方法や室内土質試験に求める方法がある。 

 本調査では Asd 層の液状化強度比を求めるために繰返し非排水三軸試験を実施した。図 

4.8に液状化強度試験の結果図表を示す。 

液状化検討に用いる液状化強度比 RL20は、両振幅軸非ひずみは DA=5%における繰り返し回

数 20回時の繰り返し応力振幅比σd/2σ'0の値を採用した。また図には密な砂と緩い砂の液

状化強度曲線の例を併せて示したが、本試験結果は緩い砂に近い値となっている。同図は凍

結サンプリングによる結果であり本調査とは採取方法が異なるため単純比較はできないが、

採取深度の N値からすれば小さな値となっている。 

 いずれにしてもここで求めた液状化強度比 RL20は、後述の液状化検討で用い、対象層が地

震時に液状化する可能性を評価する。 

 

     (液状化強度比一覧)  

 

 

 

     (液状化強度曲線) 

凍結サンプリングにより得られた密な砂,緩い砂の液状化強度曲線,地盤材料試

験の方法と解説，(公社)地盤工学会，R2.12,p.781 に加筆して作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.8 繰返し非排水三軸試験結果図表 

土層 試料番号
中心深度

(GL-m)

液状化強度比

RL20

Asd(3) T1 5.45 0.228

T2 6.40 0.230

DA=1% DA=2% DA=5%

DA=1% DA=2% DA=5%

T1

T2

試料番号 記号凡例
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5 液状化判定 

 

(1) FL値による判定 

 

① 適用基準 

 

 建築基礎構造設計指針,(一社)日本建築学会,2019.11 

 

②  検討対象土層の選定 

 「建築基礎構造設計指針」による液状化の検討を行う必要がある土層は、以下のとおりで

ある。 

 

a. 地表面から 20m程度以浅の飽和土層 

b. 細粒分含有率が 35%以下の土 

c. 細粒分含有率が 35%以上でも粘土分含有率が 10%以下、または塑性指数が 15以

下の埋立地盤あるいは盛土地盤 

 

 

 表 5.1に以上の判定条件による液状化判定の対象土層を示す。当地では Asd(1),(2),(3)

層が液状化の判定対象層となる。 
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表 5.1 液状化判定の対象土層 

 

 

  

No.1

3.60 m

土質条件

細粒分
含有率
Fc (%)

粘土分
含有率
(%)

塑性
指数
Ip

35%以下 10%以下 15以下

Asd(1) 1.31 8 P1-1 18 9 2.7 - - 〇

Asd(2) 2.30 25 P1-2 19 10 3.1 - -

Asd(2) 3.30 16 P1-3 19 10 3.4 - -

Asd(2) 4.30 23 P1-4 19 10 5.6 - -

Asd(3) 5.30 31 T1 19.7 10.3 5.1 - -

Asd(3) 6.30 37 P1-5 19.7 10.3 4.4 - -

Ac 7.31 10 P1-6 17 8 96.3 72.6 55

Ac 8.31 8 P1-7 17 8 93.7 53.1 50.3

Ac 9.31 8 P1-8 17 8 91.3 60.8 66.1

Ac 10.31 6 P1-9 17 8 98.8 40.4 44.6

※粘土分含有率および塑性指数はFc35%以上の土層のみ測定

×

〇

〇

N値

計算深度
(GL-m)

判定
対象

〇:対象
×:対象外

試料
番号

水中単体
γ'

(kN/m3)

湿潤単体

γt

(kN/m3)

地下水位

検討モデル

土層

No.2

4.93 m

土質条件

細粒分
含有率
Fc (%)

粘土分
含有率
(%)

塑性
指数
Ip

35%以下 10%以下 15以下

Asd(1) 1.25 12 P2-1 18 9 3.4 - -

Asd(1) 2.30 13 P2-1 18 9 3.4 - -

Asd(2) 3.30 22 P2-2 19 10 3 - -

Asd(2) 4.30 29 P2-3 19 10 5.2 - -

Asd(3) 5.30 41 P2-4 19.7 10.3 8.8 - -

Asd(3) 6.30 50 T2 19.7 10.3 9.6 - -

Ac 7.30 7 P2-5 17 8 62.1 33.6 21.1

Ac 8.30 8 P2-6 17 8 98.1 59.9 52.2

Ac 9.31 6 P2-7 17 8 99.1 56.8 58.2

Ac 10.30 7 P2-8 17 8 85.4 57.8 66.4

※1.25mの土質条件は同一層のP2-1の結果を採用

※粘土分含有率および塑性指数はFc35%以上の土層のみ測定

水中単体
γ'

(kN/m3)

判定
対象

〇:対象
×:対象外

〇

×

〇

〇

検討モデル

地下水位

湿潤単体

γt

(kN/m3)

試料
番号N値

計算深度
(GL-m)土層
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③  液状化の判定方法 

 「建築基礎構造設計指針」による液状化の判定方法は次のとおりである。 

 

a) 検討地点の地盤内の各深さに発生する等価繰返しせん断応力比を次式により計算する。 

ここで, 
dτ  ：水平面に生じる等価な一定繰り返しせん断応力振幅(kN/m2) 

  
zσ ′  ：検討深さにおける有効土被り圧（鉛直有効応力）(kN/m2) 

  
nr  ：等価な繰り返し回数に関する補正係数で )1(1.0 −= Mrn

。 

  M ：地震のマグニチュードで通常は 7.5 

  
maxα ：地表面における設計用水平加速度(m/s2) 

  g  ：重力加速度 (9.8 m/s2) 

  
zσ  ：検討深さにおける全土被り圧（鉛直全応力）(kN/m2) 

  
dr  ：地盤が剛体でないことによる低減係数で )015.01( z− 。 

  z ：地表面からの検討深さ（m） 

 

b) 対応する深度の補正 N 値 Naを、次式から求める。 

ここで, 
1N  ：換算 N 値 

  
NC  ：拘束圧に関する換算係数 

 
fN∆ ：細粒土含有率 Fc に応じた補正 N 値増分で、図 5.1 による。 

  N  ：自動落下法による実測 N 値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.1 細粒分含有率と N 値の補正係数 

建築基礎構造設計指針,p52より抜粋 
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c) 図 5.2中のせん断ひずみ 5%の曲線を用いて、補正 N 値 Na に対応する飽和土層の液

状化抵抗比 R を次式から求める。 𝑅𝑅 = 𝜏𝜏𝑙𝑙/𝜎𝜎𝑧𝑧′  
ここで,   

lτ ：水平断面における液状化抵抗（kN/m2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.2 補正 N 値 Na と液状化抵抗比 τl/σ'z,動的せん断ひずみの関係 

建築基礎構造設計指針,p51より抜粋 

 

 

d) 各深さにおける液状化発生に対する安全率𝐹𝐹𝐿𝐿を次式により計算する。 

𝐹𝐹𝐿𝐿 =
𝜏𝜏𝐿𝐿 𝜎𝜎′𝑧𝑧⁄𝜏𝜏𝑑𝑑 𝜎𝜎′𝑧𝑧⁄  

上式により求めた𝐹𝐹𝐿𝐿値が 1 より大きくなる土層については液状化発生の可能性はないも

のと判定し、逆に 1 以下となる場合は液状化の可能性があり、値が小さくなるほど液状化

危険度が高く、また、𝐹𝐹𝐿𝐿値が 1 以下となる土層が厚くなるほど危険度が高くなるものと判

断する。 

 

  

・・・式(5) 

・・・式(6) 
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e) 液状化地盤における杭の水平抵抗の検討では、水平地盤反力係数および塑性水平地盤

反力を図 5.3の補正係数βにより低減して求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.3 地盤反力係数の低減率 

建築基礎構造設計指針,p58より抜粋 

 

 

④ 液状化抵抗比 R 

 液状化抵抗比 R は、先に示した N 値や土質条件から求める方法（式(5)）によるほか、原

位置のサンプリング試料を用いて繰り返し三軸圧縮試験（液状化強度）を行い、直接求める

こともできる。 

 繰り返し三軸圧縮試験結果から液状化抵抗比 R を推定する場合、以下の式によることが

できる。 𝑅𝑅 = 𝐶𝐶1・𝐶𝐶2・𝐶𝐶3・ 𝜎𝜎𝑑𝑑
2𝜎𝜎′0 

ここで, σd/2σ'0 ：繰返し回数 N 回で所定の両振幅ひずみ DA にいたる 

     液状化強度比 

     （繰返し回数は 20 回,両振幅ひずみは 5%を採用する） 

  C1 ：原位置の拘束条件に関する補正係数で (1+2K0)/3 

      砂の場合は K0≒0.5 より (1+2×0.5)/3≒0.67 

  C2 ：地震動荷重のランダム性に関する補正で 

    等価せん断応力の場合は rm/(0.55～0.70)≒1 

  C3 ：地震動の水平面での 2 次元性に関する補正係数で 0.9～1.0 

 

 従って各補正係数を考慮すると、L を等価せん断応力で評価する場合は、次式となる。 𝑅𝑅 = 0.9・
(1 + 2𝐾𝐾0)

3
・

𝜎𝜎𝑑𝑑
2𝜎𝜎′0 

 

・・・式(7) 

・・・式(8) 
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⑤ 検討条件 

 

a) 地震力 

 本検討に用いる地震力（設計用水平加速度,マグニチュード）は以下のとおり設定した。 

ここでマグニチュードは新潟地震相当値である。また設計水平加速度は「建築基礎構

造設計指針」によりレベル 1 荷重検討用として 150～200gal、レベル 2 荷重検討用として

350gal が推奨されており、推奨値から各レベルで安全側の数値を採用したものである。 

マグニチュード M=7.5 

設計水平加速度 レベル 1 200gal 

 レベル 2 350gal 

 

b) 地盤条件 

 検討に用いる地盤条件は、各ボーリングデータ（No.1,No.2）を採用する。なお地下水位

はボーリングによる確認水位、計算に適用する土質試験結果は土層区分に対応する試験値

を基本とした。ただし試験値のない深度は同一層の土質試験結果を引用した。 

 また繰返し三軸圧縮試験（液状化強度）による液状化抵抗比 R の採用値は、試験値を式

(8)で補正した値とした。なお試験試料は飽和深度にある Asd(3)層を対象に採取したが、試

験値は Asd 層を代表する値として Asd 層全層(1)～(3)に適用する。 

 

表 5.2 繰返し三軸圧縮試験による液状化抵抗比 R の採用値 

 

 

 

 

 

 

 

 

孔番 No.1 No.2

試料No. T1 T2

液状化強度比 R L20 （ σ d /2σ' o ) 0.228 0.230

静止土圧係数 K 0 0.5 0.5

補正液状化強度比 R 0.205 0.207
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⑥ 検討結果 

 FL 値の判定結果一覧を表 5.3 に示す。判定の結果、αmax350gal では Asd(2)の一部および

Asd(3)で FL≦1 となり、液状化する可能性が高いと判定される。一方で αmax200gal では全深

度で FL>1 となり、液状化しないと評価される。 

 

表 5.3 FL値による液状化の判定結果一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

No.1 赤字：FL≦1.0となる深度

Asd(1) 1.31 * 1 * 1

地下水位 Asd(2) 2.30 * 1 * 1

▽3.60 Asd(2) 3.30 * 1 * 1

Asd(2) 4.30 1.526 1 0.872 1

Asd(3) 5.30 1.413 1 0.808 1

Asd(3) 6.30 1.344 1 0.768 1

Ac 7.31 * 1 * 1

Ac 8.31 * 1 * 1

Ac 9.31 * 1 * 1

Ac 10.31 * 1 * 1

※FL値において * は検討対象外

FL値
低減係数

β

M=7.5, αmax 200gal M=7.5, αmax 350gal

土層

計算深度
(GL-m)

FL値
低減係数

β

No.2 赤字：FL≦1.0となる深度

Asd(1) 1.25 * 1 * 1

Asd(1) 2.30 * 1 * 1

地下水位 Asd(2) 3.30 * 1 * 1

▽4.93 Asd(2) 4.30 * 1 * 1

Asd(3) 5.30 1.617 1 0.924 1

Asd(3) 6.30 1.513 1 0.865 1

Ac 7.30 * 1 * 1

Ac 8.30 * 1 * 1

Ac 9.31 * 1 * 1

Ac 10.30 * 1 * 1

低減係数
β

FL値
低減係数

β
FL値

土層

計算深度
(GL-m)

M=7.5, αmax 200gal M=7.5, αmax 350gal
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(2) PL法による判定 

 

① 判定方法 

FL値による判定が深度1mごとの評価であることに対し、PL法は地盤全体の液状化危険

度を判定する手法である。PL法は下式で求まる液状化指数PL値で評価される。 

 

 

 

 

 

 得られたPL値に応じて、表 5.4の指標で液状化危険度を評価する。 

 

表 5.4 PL法による液状化の判定基準 

PL値 液状化の判定 

PL=0 液状化危険度はかなり低い。 

0＜PL≦5 液状化危険度は低い。 

5＜PL≦15 液状化危険度が高い。 

15＜PL 液状化危険度が極めて高い。 

土地改良事業設計指針「耐震設計」,p263 より引用して作成 

 

 

② 判定結果 

 PL法による液状化危険度の評価を表 5.5に示す。PL法による液状化危険度は、FL≦1で液状化

する可能性が高いと判定される土層があるαmax350galでは液状化危険度が低い評価となる。一方で

全深度でFL>1となるαmax200galでは液状化危険度はかなり低い評価となる。 

 

表 5.5 PL法による液状化危険度 

 

 

 

 

 

 

  

ここで, PL :PL値(液状化指数) 

 FL :FL値(液状化発生に対する安全率) 

 z :深度(m) 

zzW

F

FF
F

dzzWFP

L

LL

L

5.010)(

)0.1(0

)0.1(1

)(
20

0

−=



=

<−=

⋅= ∫

≧

PL値 判定 PL値 判定

No.1 0.00 かなり低い 3.65 低い

No.2 0.00 かなり低い 1.46 低い

検討
モデル

M=7.5, αmax 350galM=7.5, αmax 200gal
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(3) 液状化に伴う地盤変位の予測 

 

① 判定方法 

 水平成層地盤における動的水平変位、残留水平変位、沈下量などの液状化の程度の予測

は、地盤応答解析によるほか、液状化判定の後、以下の手順によることができる。 

 

a) 図 5.4からi層のNai, (τd/σz')iに対応する繰り返しせん断ひずみγcyi（%）を推定する。 

b) 各層のせん断ひずみが同一方向に発生すると仮定し、次式により下層から鉛直方向に

積分して振動中の地表最大水平変位Dcy（m）を算定する。 

𝐷𝐷𝑐𝑐𝑐𝑐 = ��𝛾𝛾𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐𝑐𝐻𝐻𝑐𝑐
100

� 

ここで, γcyi ：i 層の繰り返しせん断ひずみ（%） 

Hi ：i層の層厚（m） 

 

c) 地表面最大水平変位Dcyを液状化程度の指標とする。液状化の程度は、Dcyの値により                   

表 5.6のように評価する。 

 

                                           表 5.6 Dcy と液状化の程度の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.4 補正 N 値と繰返しせん断ひずみの関係 

いずれも建築基礎構造設計指針,p55より抜粋 
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② 判定結果 

 液状化に伴う地表面の最大水平変位Dcyの算出結果と、それによる液状化の程度の評価を表 5.

7に示す。地表面の最大変位量Dcyはαmax200galおよびαmax350galで0cmとなり地表面の変位はなく、

液状化の程度はなしと評価される。 

 

表 5.7 地表面の最大水平変位 Dcyと液状化の程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地表最大
水平変位
Dcy (cm)

液状化
の程度

地表最大
水平変位
Dcy (cm)

液状化
の程度

No.1 0.0 なし 0.0 なし

No.2 0.0 なし 0.0 なし

M=7.5, αmax 200gal M=7.5, αmax 350gal

検討
モデル
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(4) 液状化判定のまとめ 

 

 液状化判定結果の一覧を表 5.8に示す。当地においては、レベル1荷重検討用のαmax200galで

は地震時に液状化はしないものと考えられる。一方でレベル2荷重検討用のαmax350galではAsd(2)

の一部やAsd(3)でFL≦1となり、地震時に液状化する可能性がある。ただし地盤全体を評価するP

L法では液状化の危険度は低く、地表面変位Dcyは0cmで液状化の程度はないと評価される。以上

よりレベル2荷重検討用のαmax350galでは地震時に液状化する可能性があるものの、その影響は小

さいものと考えらえる。 

 いずれにしても液状化の判定と評価については、本体構造物の設計条件を考慮した上で、総合

的に判断されたい。 

 

表 5.8 液状化判定結果のまとめ 

 

 

 

 

 

  

No.1 赤字：FL≦1.0となる土層

FL値 PL値 Dcy FL値 PL値 Dcy

Asd(1) 1.31 8 * *

Asd(2) 2.30 25 * *

地下水位 Asd(2) 3.30 16 * *

▽3.60 Asd(2) 4.30 23 1.526 0.872

Asd(3) 5.30 31 1.413 0.808

Asd(3) 6.30 37 1.344 0.768

Ac 7.31 10 * PL値 Dcy(cm) * PL値 Dcy(cm)

Ac 8.31 8 * 0.00 0.0 * 3.65 0.0

Ac 9.31 8 * 判定 液状化の程度 * 判定 液状化の程度

Ac 10.31 6 * かなり低い なし * 低い なし

No.2 赤字：FL≦1.0となる土層

FL値 PL値 Dcy FL値 PL値 Dcy

Asd(1) 1.25 12 * *

Asd(1) 2.30 13 * *

地下水位 Asd(2) 3.30 22 * *

▽4.93 Asd(2) 4.30 29 * *

Asd(3) 5.30 41 1.617 0.924

Asd(3) 6.30 50 1.513 0.865

Ac 7.30 7 * PL値 Dcy(cm) * PL値 Dcy(cm)

Ac 8.30 8 * 0.00 0.0 * 1.46 0.0

Ac 9.31 6 * 判定 液状化の程度 * 判定 液状化の程度

Ac 10.30 7 * かなり低い なし * 低い なし

土層

深度
(GL-m) N値

M=7.5, αmax 200gal M=7.5, αmax 350gal

M=7.5, αmax 200gal M=7.5, αmax 350gal

N値土層

深度
(GL-m)
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（参考）地下水条件について 

 対象地は砂丘地に位置し、いわゆる柏崎平野を形成する沖積面より標高が高い地形条件となっ

ている。そのためボーリングによる確認水位(GL-4～5m程度)は対象地周辺の地下水位を代表する

値と考え、液状化検討においても同水位を採用した。一方で液状化の発生条件として地下水位が

あり、地下水位より上位の土層は液状化しない土層と評価される。ここでは最も危険な条件とし

て、降雨や融雪等の気象条件で地下水位が地表面付近まで上昇しているときに地震が発生した場

合を想定し、補足として液状化の検討を行った。 

 検討結果を表 5.9に示す。地下水位を地表面とした場合はいずれの加速度条件でも全層でFL≦

1となり、全層で液状化すると評価される。また地表面変位Dcyは小さいもののPL値による液状化危

険度は高い～極めて高いとなり、ボーリングの確認水位と比較して液状化に対して危険な計算結

果となる。ただしこの試算は最も危険な条件を想定したものであり、結果の採用については本体

構造物の設計条件と併せて検討されたい。 

 

表 5.9 （参考検討）地下水位が地表面付近にある場合の液状化検討結果 

 

 

 

 

  

No.1 赤字：FL≦1.0となる土層

▽0 FL値 PL値 Dcy FL値 PL値 Dcy

地下水位 Asd(1) 1.31 8 0.810 0.463

Asd(2) 2.30 25 0.805 0.460

Asd(2) 3.30 16 0.818 0.468

Asd(2) 4.30 23 0.832 0.475

Asd(3) 5.30 31 0.847 0.484

Asd(3) 6.30 37 0.863 0.493

Ac 7.31 10 * PL値 Dcy(cm) * PL値 Dcy(cm)

Ac 8.31 8 * 9.58 0.6 * 28.71 2.0

Ac 9.31 8 * 判定 液状化の程度 * 判定 液状化の程度

Ac 10.31 6 * 高い 軽微 * 極めて高い 軽微

No.2 赤字：FL≦1.0となる土層

▽0 FL値 PL値 Dcy FL値 PL値 Dcy

地下水位 Asd(1) 1.25 12 0.820 0.924

Asd(1) 2.30 13 0.802 0.924

Asd(2) 3.30 22 0.805 0.924

Asd(2) 4.30 29 0.820 0.924

Asd(3) 5.30 41 0.835 0.924

Asd(3) 6.30 50 0.852 0.865

Ac 7.30 7 * PL値 Dcy(cm) * PL値 Dcy(cm)

Ac 8.30 8 * 10.16 0.0 * 30.07 0.3

Ac 9.31 6 * 判定 液状化の程度 * 判定 液状化の程度

Ac 10.30 7 * 高い なし * 極めて高い 軽微

土層

深度
(GL-m) N値

M=7.5, αmax 200gal M=7.5, αmax 350gal

土層

深度
(GL-m) N値

M=7.5, αmax 200gal M=7.5, αmax 350gal
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（補足）液状化しやすさについて 

 北陸地方整備局では、地形条件からみた液状化のしやすさを表現した「液状化しやすさマップ」

を公開している。図 5.5に対象地付近の液状化しやすさマップを示す。対象地付近は液状化危険

度4：液状化の可能性が高い地域に位置する。また液状化は繰り返し発生するといわれるが、周辺

の砂丘縁辺部や河川周辺で液状化履歴が確認されている。従って対象地は、地形条件による定性

的な評価でも液状化する可能性が高いと考えられ、FL値等の計算による定量的な判定結果の妥当

性を裏付けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.5 液状化しやすさマップ 

（北陸地方整備局HPより引用、加筆して作成） 

  

調査位置 

危険度 4：液状化の可能性が高い 

危険度 3：液状化の可能性がある 

危険度 2：液状化の可能性が低い 

危険度 1：液状化の可能性が非常に低い 

危険度 0：液状化判定の対象外 
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6 総合解析とりまとめ 

 

6.1  土質定数の設定 

ここでは設計上の土質定数として、代表 N 値、単位体積重量（湿潤γt,水中γ'）、強度定

数（粘着力 c,内部摩擦角φ）、変形係数 E を設定、提案する。 

 

(1) 土質定数一覧 

 

 土質定数一覧を表 6.1に示す。各値の設定根拠は以降に整理する。なお変形係数は孔内

水平載荷試験相当値である。 

 

表 6.1 土質定数一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湿潤 γt 水中 γ'

B - 20 11 0 40 -

Asd(1) 10.1 18 9 0 29 7.0

Asd(2) 20.9 19 10 0 35 14

Asd(3) 36.3 19.7 10.3 0 41 25

Ac 6.8 17 8 42 0 4.7

※変形係数は孔内水平載荷試験相当値

変形係数※

E (MN/m2)

単位体積重量 (kN/m3)地層
区分

代表N値
粘着力

c (kN/m2)

内部摩擦角
φ (°)
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(2) 各値の設定根拠 

 各土質定数値の設定根拠を整理する。 

 

① 代表 N値 

 代表 N値は、10cmの打撃回数から層境界の打撃や混入物等の異常値を除外して式(1)で求

めた換算 N値を基に、各層の N値のばらつきが大きいことを考慮して、式(2)で安全側に補

正した値を採用した。表 6.2 に N値整理表、表 6.3 に各層の代表 N 値を示す。 

換算𝑁𝑁値 = 打撃回数 ×
0.3𝑚𝑚

打撃時の貫入量(𝑚𝑚)
 

代表𝑁𝑁値 = 平均𝑁𝑁値−標準偏差/2 

 

表 6.2 N値整理表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 6.3 代表 N値 

 

 

 

 

 

  

･･･式(1) 

･･･式(2) 

0~100 100~200 200~300 0~100 100~200 200~300

Asd(1) No.1 1.15 2 3 4 100 120 100 9 / 320 8.4
No.2 1.15 2 6 2 100 100 100 8 /200 12.0 (一部除外)層境界

2.15 4 4 5 100 100 100 13 / 300 13.0
Asd(2) No.1 2.15 6 9 10 100 100 100 25 / 300 25.0

3.15 6 5 5 100 100 100 16 / 300 16.0
4.15 4 8 11 100 100 100 23 / 300 23.0

No.2 3.15 6 7 9 100 100 100 22 / 300 22.0
4.15 9 10 10 100 100 100 29 / 300 29.0

Asd(3) No.1 5.15 7 11 13 100 100 100 31 / 300 31.0

6.15 11 13 13 100 100 100 37 / 300 37.0

No.2 5.15 10 13 18 100 100 100 41 / 300 41.0

6.15 13 18 19 100 100 100 50 / 300 50.0

Ac No.1 7.15 3 3 4 110 100 100 10 / 310 9.7
8.15 3 3 3 110 110 100 9 / 320 8.4
9.15 3 2 3 110 100 100 8 / 310 7.7
10.15 2 2 2 110 100 100 6 / 310 5.8

No.2 7.15 2 2 3 100 100 100 7 / 300 7.0
8.15 2 3 3 100 100 100 8 / 300 8.0
9.15 2 2 2 100 120 100 6 / 320 5.6
10.15 2 2 3 100 100 100 7 / 300 7.0

：除外データ

換算N値
※土砂:最大50

備考
地層
区分

ボーリン
グNo.

開始深度
(GL-m)

100mm毎の
打撃回数(回)

貫入量
(mm)

打撃回数
/貫入量
(回/mm)

最小値 最大値 平均値 標準偏差 実施回数

B - - - - - -
Asd(1) 8.4 13.0 11.1 2.0 3 10.1
Asd(2) 16.0 29.0 23.0 4.2 5 20.9
Asd(3) 31.0 50.0 39.8 6.9 4 36.3

Ac 5.6 9.7 7.4 1.3 8 6.8

地質記号
N値

代表N値
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② 単位体積重量（湿潤γt,水中γ'） 

 単位体積重量は、室内土質試験結果または土質に応じた一般値で設定した。以下に設定根

拠を示し、次頁の表 6.7に採用値一覧を示す。 

i) 室内土質試験実施層 （表 6.4） 

・湿潤密度試験結果の平均値を採用した。 

・飽和密度は各試料の飽和度が 90%程度でやや不飽和状態のため、式(3)で求めた。 

・水中密度は飽和密度から、式(4)で求めた。 

飽和密度 𝜌𝜌𝑠𝑠𝑠𝑠𝑠𝑠 =
𝜌𝜌𝑠𝑠 + 𝑒𝑒 ∙ 𝜌𝜌𝑤𝑤

1 + 𝑒𝑒  

水中密度 𝜌𝜌′ = 𝜌𝜌𝑠𝑠𝑠𝑠𝑠𝑠 − 𝜌𝜌𝑤𝑤 
ここに、 ρs ：土粒子の密度(Mg/m3) 

 e ：間隙比 

 ρw ：水の密度（≒1.0）(Mg/m3) 

・湿潤,飽和,水中密度から単位体積重量への単位換算は、1.0Mg/m3≑9.81kN/m3とし、算出

値は小数点 1桁に丸めた。 

表 6.4 室内土質試験結果一覧 

 

 

 

 

 

 

ii) 室内土質試験を実施していない層 

・土質に応じた一般値（次頁,表 6.6）を採用した。なお表中の土の種類は土質試験によ

る工学的分類またはコア観察による主体土質で区分した。 

・表 6.6における土の状態は、粘性土層は代表 N値で区分し、砂・砂質土層は N値と相

対密度に応じて表 6.5で区分した。 

 

表 6.5 N値と砂の相対密度の関係(Terzaghi and Peck) 

地盤調査の方法と解説,(公社)地盤工学会,H25.3,p.305 より引用,加筆して作成 

土の状態 N 値 相対密度 土層 

密実でないもの 0~10 非常に緩い,緩い Asd(1) 

中間値 10~30 中位の Asd(2) 

密実なもの 30 以上 密な,非常に密な Asd(3) 

 

・水中単位体積重量は、表 6.6 の値－9kN/m3とした（表 6.6 の注釈 1)より）。 

･･･式(3) 

･･･式(4) 

土層
試料
No.

湿潤密度

ρt

(Mg/m3)

飽和度
Sr

(%)

間隙比
e

土粒子

密度ρs

(Mg/m3)

飽和密度

ρsat

(Mg/m3)

水中密度
ρ'

(Mg/m3)

湿潤

γt

飽和

γsat

水中
γ'

Asd(3) T1 1.99 93.1 0.68 2.721 2.02 1.02 (2.01×9.81) (2.05×9.81) (1.05×9.81)

T2 2.03 90.3 0.65 2.772 2.07 1.07 19.7 20.1 10.3

平均 2.01 2.05 1.05

単位体積重量（kN/m3)
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表 6.6 地盤定数の標準値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計要領〔道路編〕,国土交通省北陸地方整備局，令和 4年 4月，p9-118抜粋,加筆 

 

表 6.7 単位体積重量の採用値 

 

 

 

 

 

 

 

 

土の単位
体積重量

(kN/m3)

内部
摩擦角
(度)

粘着力

(kN/m2)
土層

砂利混じり砂 締固めたもの 20 40 0 B

粒度のよいもの 20 35 0

粒度の悪いもの 19 30 0

砂質土 締固めたもの 19 25 30以下

粘性土 締固めたもの 18 15 50以下

密実なもの又は粒度のよいもの 20 40 0

密実でないもの又は粒度の悪いもの 18 35 0

密実なもの 21 40 0

密実でないもの 19 35 0

密実なもの又は粒度のよいもの 20 35 0

中間値 19 32 0 Asd(2)

密実でないもの又は粒度の悪いもの 18 30 0 Asd(1)

密実なもの 20 35 30以下

密実でないもの 17 25 0

密実なもの 19 30 30以下

密実でないもの 17 25 0

固いもの（N=8～15） 18 25 50

やや軟いもの（N=4～8） 17 20 30 Ac

軟いもの（N=2～4） 16 15 15

固いもの（N=8～15） 17 20 50

やや軟いもの（N=4～8） 16 15 30

軟いもの（N=2～4） 14 10 15

注)

1)

2)

3)

4)

5)

砂利混じり砂質土あるいは砂利混じり粘性土にあっては、混合割合等に応じて適切な値を定める。

地下水位は施工後における平均値を考慮する。

粒度の悪い砂とは、粒径のそろった丸みのある砂をいう。砂利の場合も同様とする。

砂質土

粘性土

粘土および
シルト

表の適用にあたっては、以下の事項に留意するとともに過大もしくは危険な設計とならないように

十分に配慮する必要がある。

地下水位以下にある土の単位体積重量は、表の値から9を差し引いた値とする。

砕石は砂利と同じ値とする。またズリ、岩塊等の場合は、種類、形状、大きさ、間隙等によって考

慮する。

種類 状態

盛
土

砂 締固めたもの

自
然
地
盤

砂利

砂利混じり砂

砂

砂利又は岩石
と

土砂の混合物

湿潤 γt 水中 γ'

B - 20 11 一般値

Asd(1) 10.1 18 9 一般値

Asd(2) 20.9 19 10 一般値

Asd(3) 36.3 19.7 10.3 土質試験結果

Ac 6.8 17 8 一般値

設定根拠
地層
区分

代表N値

単位体積重量 (kN/m3)
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③ 強度定数（粘着力 c, 内部摩擦角 φ） 

 強度定数は粘着力 c および内部摩擦角φとし、各値は N 値相関式または土質に応じた一

般値で設定した。強度定数の採用値を表 6.8 に示す。 

i)粘着力 

・粘着力は粘性土層の Ac 層を対象とし、砂層である Asd 層は安全側の設計のために

c=0kN/m2とした。 

・粘着力は代表 N値から式(5)で求めた。算出値は整数に切り捨てた。 𝑞𝑞𝑢𝑢 = 12.5𝑁𝑁（𝑇𝑇𝑒𝑒𝑇𝑇𝑇𝑇ℎ𝑎𝑎𝑎𝑎ℎ𝑖𝑖ｰ𝑃𝑃𝑒𝑒𝑃𝑃𝑃𝑃） 𝑃𝑃𝑢𝑢 = 1/2𝑞𝑞𝑢𝑢 = 1/2 × 12.5𝑁𝑁 

 = 6.25𝑁𝑁 (𝑃𝑃𝑁𝑁/𝑚𝑚2) 

ii)内部摩擦角 

・内部摩擦角は砂層の Asd 層を対象とし、粘性土層である Ac 層は安全側の設計のために

φ=0°とした。 

・内部摩擦角は代表 N値から式(6)で求めた。算出値は整数に切り捨てた。 𝜑𝜑 = 15 + √20𝑁𝑁 (°)（大崎の式） 

（建築基礎構造設計指針,日本建築学会,2019.11 より） 

・盛土の B層は礫混じり砂を主体とする人工地盤より、表 6.6の一般値を採用した。 

 

表 6.8 強度定数の採用値 

 

 

 

 

 

 

 

 

･･･式(5) 

･･･式(6) 

粘着力

c (kN/m2)

内部摩擦角
φ (°)

B - 0 40 一般値

Asd(1) 10.1 0 29 c=0,φ=15+√20N

Asd(2) 20.9 0 35 c=0,φ=15+√20N

Asd(3) 36.3 0 41 c=0,φ=15+√20N

Ac 6.8 42 0 c=6.25N,φ=0

設定根拠
地層
区分

代表N値

強度定数
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④ 変形係数  E 

 変形係数は N値相関式より設定した。変形係数の採用値を表 6.9に示す。なおここで設

定した変形係数は孔内水平載荷試験相当値である。 

・変形係数は代表 N値から式(7)で求めた。算出値は有効数字 2 桁で切り捨てた。 𝐸𝐸 = 0.67𝑁𝑁0.986 ≒ 0.7𝑁𝑁 
（図 6.1より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.1 孔内水平載荷試験により得られた変形係数と N値の関係 

地盤調査の方法と解説,(公社)地盤工学会,H25.3,p.687より抜粋 

 

表 6.9 変形係数の採用値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

･･･式(7) 

B - - -

Asd(1) 10.1 7.0 E=0.7N

Asd(2) 20.9 14 E=0.7N

Asd(3) 36.3 25 E=0.7N

Ac 6.8 4.7 E=0.7N

※変形係数は孔内水平載荷試験相当値

設定根拠
地層
区分

代表N値
変形係数※

E (MN/m2)
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6.2  支持地盤と基礎形式について 

 

(1)支持地盤について 

一般的な構造物の支持層として良好な地層の条件は、地盤の相対強度を示す N 値が高く

安定していること、層厚が充分で連続性が良いこと、その下位に圧縮性の軟弱層が存在して

いないことである。支持層を N値で選定する場合の目安としては、種々の目安があるが、例

えば N 値 50 以上が連続すること、あるいは粘性土の場合は N 値 20 以上で砂層・砂礫層の

場合は N 値 30 以上であること、層厚が 5m 以上連続することが良質な支持層の目安とされ

ることが多い。 

 

 本調査で確認された地層では、Asd(3)層が N値 30～50 以上を示すものの、層厚が薄く、

上記の目安からすれば支持層としては適さない。その他の層は N 値の目安で支持層として

は適さない。従って、本調査深度(10m)内には良好な支持層と評価できる土層はない。 

 なお、既存の「S49調査」では深度 50m までのボーリングが実施されている（図 6.2）。

同調査では深度 35m 付近より粘性土で N 値 20 程度以上、砂で N 値 30 程度以上を示してお

り、N値の目安からすれば同層が支持層と評価できる。 

 

 いずれにしても支持層は N 値の目安で一義的に決まるものではなく、上部構造物を安定

的に支持できる層が支持層となる。従って、例えば上部の Asd(3)層が上部構造物の支持力

を満足することが確認できれば、同層を支持層とすることも考えられる。ただし同層を支持

層とする場合には、下位に分布する相対的弱層の Ac 層が上部構造物へ与える影響が懸念さ

れること、および Asd(3)層はレベル 2 荷重検討用の 350galの地震条件において液状化する

可能性があること、に十分留意する必要がある。 
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図 6.2 既存柱状図（「S49調査」No.1 孔） 

  

〇深度 35m 付近から 

 ・粘性土 N 値 20 程度以上 

 ・砂 N 値 30 程度以上 

 が連続している。 

〇N 値の目安からすれば、 

 支持層と評価できる。 

GL-35m 
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（２）基礎形式について 

 

 図 6.3に支持地盤の深度と適用可能な基礎形式、表 6.10に基礎形式ごとの主な検討事

項を示す。 

前述のとおり本調査深度内に N 値と層厚の目安から良好な支持層と評価できる土層は確

認されていない。その場合は地盤改良を併用した直接基礎や杭基礎の摩擦杭などの適用を

検討する。ただし Asd(3)層を薄層支持として、下位土層の影響がないことおよび液状化の

問題がないことを確認できれば、杭基礎（薄層支持）の適用を検討できる。一方で Asd(3)

層が支持層として適さない場合で、既存柱状図による深度 35m 付近の粘性土が支持層とし

て評価できる場合は、同層を頭部とする杭基礎（支持杭）の適用を検討できる。 

 以上のとおり支持層の深度に応じて種々の基礎形式が選定可能である。従って基礎形式

は、支持層の深度はもとより、上部構造物の構造性能や施工性、経済性を考慮して比較検討

を行い、最適な形式を検討する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.3 支持地盤の深度と適用可能な基礎形式 

建築基礎構造設計指針,p35より抜粋 
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表 6.10 基礎形式ごとの主な検討事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建築基礎構造設計指針,p35より抜粋 
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7  設計・施工上の留意点 

 

(1) 地盤掘削について 

 基礎や各種構造物の施工時には地盤掘削が伴う。当地の表層地盤は、盛土を除けば砂

丘砂層の Asd(1)層が主体に分布する。表 7.1 にオープン掘削の場合の床掘り勾配を示

す。対象土質の砂の場合は 1:1.5 の勾配を確保する必要がある。 

 

表 7.1 オープン掘削の場合の床掘り勾配 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年度(4 月版) 土木工事数量算出要領（案）,p.1-2-13 より抜粋 

 

 ここで Asd(1)層は砂を主体とする代表 N 値 10 程度の緩い土層で、特に浅層部では既

存調査で N 値 3 の非常に緩い部分も確認されており、地点により締まり具合が異なる。

また細粒分が少ないため、掘削深度が深い場合は安定勾配の確保が困難な可能性がある。

従って施工性を確保する上では、地盤掘削時に土留め工を適用することが望ましい。 

表 7.2 に土留め工の種類と適用性を示す。対象地では地下水位が 4～5m とやや深く、

同深度より浅い掘削であれば止水性は求められないため、軽量鋼矢板でも適用可能と考

えられる。ただし掘削が地下水位より深くなる場合は、細粒分の少ない砂を主体とする

ため透水性が高く湧水量が多いことが推定されるため、鋼矢板のような止水性を有する

土留め壁に加えて地下水処理工の併用も検討し、ドライワークに努めることが望まれる。 

 いずれにしても土留め工を適用する場合は、掘削深度や施工規模、対象地点の土質や

地下水状況、及び周辺環境や経済性等を考慮して最適な工法を選定する必要がある。 
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表 7.2 土留め工の種類と適用性（参考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業集落排水施設設計指針,p411 より抜粋 
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(2)掘削底面の破壊現象について 

 地盤掘削時には掘削底面の破壊現象について検討する必要がある。表 7.3 に掘削底

面の破壊現象を示す。掘削が地下水位より浅い場合は特に問題とならないが、掘削深度

が深く矢板による土留めを設置する場合は、掘削による水頭差が大きくなり、当地のよ

うな砂地盤ではボイリングやパイピング現象が発生しやすくなるので、十分な検討が必

要である。検討の結果、掘削底面の破壊が懸念される場合は、矢板の根入長さを十分に

長くすることや地下水位を低下する等の対策をとる必要がある。 

 

表 7.3 掘削底面の破壊現象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路土工仮設構造物工指針,(公社)日本道路協会,p77 より抜粋 
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(3)追加調査について 

 前述のとおり本調査では良好な支持層といえる層は確認されていない。しかし構造物基礎

の設計においては、支持層は重要な地盤条件の一つである。従って構造物の位置や形式等が

明確となった段階で追加調査を実施し、支持層を確認する必要がある。 

支持層は例えば図 7.1の模式断面図による深度50～60m付近のPm2,Pg2層や、既存柱状図

（「S49調査」No.1孔）で確認されている深度35m付近のN値20程度以上の粘性土層が想定され

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.1 業務地近傍の模式断面図 

新潟県地盤図 16-16'断面抜粋 

 

 また一方で耐震設計を行う場合は、耐震設計上の基盤面（工学的基盤）を設定する必要

がある。工学的基盤は十分な剛性を持つ地層であることが求められ、実用的にはせん断は

速度が400m/s程度以上の地層とする場合が多い（建築基礎構造設計指針,p.100）。この目

安によりN値50以上が安定的に連続し構造物範囲に十分な広がる層として、図 7.1に示すPm

2,Pg2層が工学的基盤として選定されることが多い。 

 

 いずれにしても具体的には構造物の設計条件により、目的とする支持力を満足できる

層、あるいは耐震設計上の工学的基盤の条件を満足する層を設定し、調査により確認する

必要がある。 

 

対象地付近(投影) 
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(4)埋設物について 

 クリーンセンターかしわざきの敷地内は、これまでの改築に伴い給水、排水、電線管等

の埋設物が数多く敷設されている。 

 本調査時においても既存配管図に示されている埋設管以外と考えられる配管が複数確認

された。そのため掘削工事等において埋設管の破損が生じる危険性があるため、設計、施

工時には事前に既存配管経路を整理すると共に施工時には試掘を行う等、十分留意するこ

とが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

埋設管の状況写真。上記は、No.1付近の埋設管(配管図未記載) 

No.2においても深度1.20m付近に配管図未記載の使用されていない埋設管(VP40)を確認。 

 

 

－以 上－ 
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ボーリング柱状図

調 査 名 環 廃 委 　 第 ２ 号 　 新 ご み 処 理 場 建 設 に 係 る 地 質 調 査 業 務

事業・工事名

ボーリング名 N o . 1 調査位置 柏 崎 市 松 波 四 丁 目 北 緯 3 7 ° 2 3 ’ 3 5 . 7 ”

東 経 1 3 8 ° 3 4’ 5 8 . 9 ”発 注 機 関 柏 崎 市 　 建 築 住 宅 課 調査期間 令和 5年  6月  7日  ～  5 年  6月  1 2 日

調 査 業 者 名
株 式 会 社 　 興 和
電話 ( 0 2 5 8 - 4 7 - 1 3 3 1 )

主任技師 廣 橋 典 明
現 場
代 理 人

土 屋 香 織
コ ア
鑑 定 者

廣 橋 典 明
ボｰリング
責 任 者

坂 野 一 樹
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エンジン T F 9 0 M ポ ン プ V - 5 P総 掘 進 長  10.50m
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3.0m以深、微砂の薄層を互層状に狭
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ボーリング柱状図

調 査 名 環 廃 委 　 第 ２ 号 　 新 ご み 処 理 場 建 設 に 係 る 地 質 調 査 業 務

事業・工事名

ボーリング名 N o . 2 調査位置 柏 崎 市 松 波 四 丁 目 北 緯 3 7 ° 2 3 ’ 3 4 . 1 ”

東 経 1 3 8 ° 3 5’ 0 0 . 0 ”発 注 機 関 柏 崎 市 　 建 築 住 宅 課 調査期間 令和 5年  6月  7日  ～  5 年  6月  1 3 日

調 査 業 者 名
株 式 会 社 　 興 和
電話 ( 0 2 5 8 - 4 7 - 1 3 3 1 )

主任技師 廣 橋 典 明
現 場
代 理 人

土 屋 香 織
コ ア
鑑 定 者

廣 橋 典 明
ボｰリング
責 任 者

久 下 修

孔 口 標 高 8.36m
角

度

180°

0°

90°上

下
0°

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

0°

使
用
機
種

試 錐 機 Y B M - 0 5
ハンマー
落下用具

半 自 動 落 下 型
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液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2019年）)

工  事  名    : 環廃委　第２号　新ごみ処理場建設に係る地質調査業務

ボーリングNo. : No.1

１.  地層データ 

深度
(m)

土質名 γt
(kN/m3)

γsat
(kN/m3)

γ’
(kN/m3)

  0.90 礫混じり中砂  20.0  21.0  11.0
  2.00 中砂  18.0  19.0   9.0
  5.00 中砂  19.0  20.0  10.0
  6.50 中砂  19.7  20.3  10.3
 10.50 シルト  17.0  18.0   8.0



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2019年）)

工  事  名    : 環廃委　第２号　新ごみ処理場建設に係る地質調査業務

ボーリングNo. : No.1
２.  計算結果 

設計用水平加速度 αｍａｘ =   200.0  （ｇａｌ）
地下水位(GL.) 　　Ｈｗ =－  3.60  （ｍ）

深度

(m)

Ｎ値

(回)

σｖ

(kN/m2)

σｖ’

(kN/m2)

Fc

  (%)

 粘土分

  (%)

Ｉｐ  Ｎａ

 (回)

  Ｒ   Ｌ ＦＬ β  γcy

 1.31  8  25.4  25.4   2.7   0.0  0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******

 2.30 25  43.5  43.5   3.1   0.0  0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******

 3.30 16  62.5  62.5   3.4   0.0  0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******

 4.30 23  82.2  75.2   5.6   0.0  0.0  27.24 [0.207]  0.136  1.526  1.000 0.000

 5.30 31 102.3  85.3   5.1   0.0  0.0  33.69 [0.207]  0.146  1.413  1.000 0.000

 6.30 37 122.6  95.6   4.4   0.0  0.0  37.84 [0.207]  0.154  1.344  1.000 0.000

 7.31 10 141.1 104.1  96.3   0.0 55.0 *** ****** ****** ****** ****** ******

 8.31  8 159.2 112.1  93.7   0.0 50.3 *** ****** ****** ****** ****** ******

 9.30  8 177.1 120.1  91.3   0.0 66.1 *** ****** ****** ****** ****** ******

10.31  6 195.1 128.1  98.8   0.0 44.6 *** ****** ****** ****** ****** ******

地盤液状化指数　PL=   0.00  残留沈下量 S=   0.00 cm

σｖ　　：　　全応力
σｖ’　：　　有効応力
Ｎａ　　：　　補正Ｎ値
Ｒ　　　：　　動的せん断強度比
Ｌ　　　：　　地震時せん断強度比
ＦＬ　　：　　液状化抵抗率



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2019年））

件名：   環廃委　第２号　新ごみ処理場建設に係る地質調査業務 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞNo. No.1 地盤標高：　 7.63ｍ 地下水位：GL- 3.60ｍ
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ＦＬの深度分布　○

0.5 1.0 1.5

Ｍ＝ 7.5

αｍａｘ＝200.0 gal

Ｒ Ｌ ＦＬ 判
定

地表最大水平変位Dcy

 0.00 m なし

PL法

 0.00 ○

FL値による判定
　Ｘ：液状化すると判定，○：液状化しないと判定

Dcyと液状化の程度の関係
  なし：     0     ，軽微：    ～0.05m， 小 ：0.05～0.10m
   中 ：0.10～0.20m， 大 ：0.20～0.40m，甚大：0.40m～

PL法による液状化危険度判定
　Ｘ：PL＞15 極めて高い，△：15≧PL＞5 高い，○： 5≧PL 低い

 0.90  0.90  20.0  21.0  11.0

 2.00  1.10  18.0  19.0   9.0

 5.00  3.00  19.0  20.0  10.0

 6.50  1.50  19.7  20.3  10.3

10.50  4.00  17.0  18.0   8.0

 1.31   8  25.4  25.4   2.7   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 2.30  25  43.5  43.5   3.1   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 3.30  16  62.5  62.5   3.4   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 4.30  23  82.2  75.2   5.6   0.0   0.0  27.2  1.00[0.207] 0.136 1.526 ○

 5.30  31 102.3  85.3   5.1   0.0   0.0  33.7  1.00[0.207] 0.146 1.413 ○

 6.30  37 122.6  95.6   4.4   0.0   0.0  37.8  1.00[0.207] 0.154 1.344 ○

 7.31  10 141.1 104.1  96.3   0.0  55.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 8.31   8 159.2 112.1  93.7   0.0  50.3 *****  1.00***** ***** ***** ○

 9.30   8 177.1 120.1  91.3   0.0  66.1 *****  1.00***** ***** ***** ○

10.31   6 195.1 128.1  98.8   0.0  44.6 *****  1.00***** ***** ***** ○



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2019年）)

工  事  名    : 環廃委　第２号　新ごみ処理場建設に係る地質調査業務

ボーリングNo. : No.1
２.  計算結果 

設計用水平加速度 αｍａｘ =   350.0  （ｇａｌ）
地下水位(GL.) 　　Ｈｗ =－  3.60  （ｍ）

深度

(m)

Ｎ値

(回)

σｖ

(kN/m2)

σｖ’

(kN/m2)

Fc

  (%)

 粘土分

  (%)

Ｉｐ  Ｎａ

 (回)

  Ｒ   Ｌ ＦＬ β  γcy

 1.31  8  25.4  25.4   2.7   0.0  0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******

 2.30 25  43.5  43.5   3.1   0.0  0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******

 3.30 16  62.5  62.5   3.4   0.0  0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******

 4.30 23  82.2  75.2   5.6   0.0  0.0  27.24 [0.207]  0.237  0.872  1.000 0.000

 5.30 31 102.3  85.3   5.1   0.0  0.0  33.69 [0.207]  0.256  0.808  1.000 0.000

 6.30 37 122.6  95.6   4.4   0.0  0.0  37.84 [0.207]  0.270  0.768  1.000 0.000

 7.31 10 141.1 104.1  96.3   0.0 55.0 *** ****** ****** ****** ****** ******

 8.31  8 159.2 112.1  93.7   0.0 50.3 *** ****** ****** ****** ****** ******

 9.30  8 177.1 120.1  91.3   0.0 66.1 *** ****** ****** ****** ****** ******

10.31  6 195.1 128.1  98.8   0.0 44.6 *** ****** ****** ****** ****** ******

地盤液状化指数　PL=   3.65  残留沈下量 S=   0.00 cm

σｖ　　：　　全応力
σｖ’　：　　有効応力
Ｎａ　　：　　補正Ｎ値
Ｒ　　　：　　動的せん断強度比
Ｌ　　　：　　地震時せん断強度比
ＦＬ　　：　　液状化抵抗率



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2019年））

件名：   環廃委　第２号　新ごみ処理場建設に係る地質調査業務 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞNo. No.1 地盤標高：　 7.63ｍ 地下水位：GL- 3.60ｍ
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ＦＬの深度分布　○

0.5 1.0 1.5

Ｍ＝ 7.5

αｍａｘ＝350.0 gal

Ｒ Ｌ ＦＬ 判
定

地表最大水平変位Dcy

 0.00 m なし

PL法

 3.65 ○

FL値による判定
　Ｘ：液状化すると判定，○：液状化しないと判定

Dcyと液状化の程度の関係
  なし：     0     ，軽微：    ～0.05m， 小 ：0.05～0.10m
   中 ：0.10～0.20m， 大 ：0.20～0.40m，甚大：0.40m～

PL法による液状化危険度判定
　Ｘ：PL＞15 極めて高い，△：15≧PL＞5 高い，○： 5≧PL 低い

 0.90  0.90  20.0  21.0  11.0

 2.00  1.10  18.0  19.0   9.0

 5.00  3.00  19.0  20.0  10.0

 6.50  1.50  19.7  20.3  10.3

10.50  4.00  17.0  18.0   8.0

 1.31   8  25.4  25.4   2.7   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 2.30  25  43.5  43.5   3.1   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 3.30  16  62.5  62.5   3.4   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 4.30  23  82.2  75.2   5.6   0.0   0.0  27.2  1.00[0.207] 0.237 0.872 Ｘ

 5.30  31 102.3  85.3   5.1   0.0   0.0  33.7  1.00[0.207] 0.256 0.808 Ｘ

 6.30  37 122.6  95.6   4.4   0.0   0.0  37.8  1.00[0.207] 0.270 0.768 Ｘ

 7.31  10 141.1 104.1  96.3   0.0  55.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 8.31   8 159.2 112.1  93.7   0.0  50.3 *****  1.00***** ***** ***** ○

 9.30   8 177.1 120.1  91.3   0.0  66.1 *****  1.00***** ***** ***** ○

10.31   6 195.1 128.1  98.8   0.0  44.6 *****  1.00***** ***** ***** ○



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2019年）)

工  事  名    : 環廃委　第２号　新ごみ処理場建設に係る地質調査業務

ボーリングNo. : No.2

１.  地層データ 

深度
(m)

土質名 γt
(kN/m3)

γsat
(kN/m3)

γ’
(kN/m3)

  0.40 礫混じりシルト  20.0  21.0  11.0
  1.20 砂礫  20.0  21.0  11.0
  3.00 中砂  18.0  19.0   9.0
  5.00 中砂  19.0  20.0  10.0
  6.85 中砂  19.7  20.3  10.3
  7.10 シルト混じり細砂  19.7  20.3  10.3
 10.45 シルト  17.0  18.0   8.0



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2019年）)

工  事  名    : 環廃委　第２号　新ごみ処理場建設に係る地質調査業務

ボーリングNo. : No.2
２.  計算結果 

設計用水平加速度 αｍａｘ =   200.0  （ｇａｌ）
地下水位(GL.) 　　Ｈｗ =－  4.93  （ｍ）

深度

(m)

Ｎ値

(回)

σｖ

(kN/m2)

σｖ’

(kN/m2)

Fc

  (%)

 粘土分

  (%)

Ｉｐ  Ｎａ

 (回)

  Ｒ   Ｌ ＦＬ β  γcy

 1.30 12  25.8  25.8   3.4   0.0  0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******

 2.30 13  43.8  43.8   3.4   0.0  0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******

 3.30 22  62.1  62.1   3.0   0.0  0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******

 4.30 29  81.1  81.1   5.2   0.0  0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******

 5.30 41 100.6  96.9   8.8   0.0  0.0  46.22 [0.205]  0.127  1.617  1.000 0.000

 6.30 50 120.9 107.2   9.6   0.0  0.0  53.82 [0.205]  0.135  1.513  1.000 0.000

 7.30  7 140.7 117.0  62.1   0.0 21.1 *** ****** ****** ****** ****** ******

 8.30  8 158.7 125.0  98.1   0.0 52.2 *** ****** ****** ****** ****** ******

 9.31  6 176.9 133.1  99.1   0.0 58.2 *** ****** ****** ****** ****** ******

10.30  7 194.7 141.0  85.4   0.0 66.4 *** ****** ****** ****** ****** ******

地盤液状化指数　PL=   0.00  残留沈下量 S=   0.00 cm

σｖ　　：　　全応力
σｖ’　：　　有効応力
Ｎａ　　：　　補正Ｎ値
Ｒ　　　：　　動的せん断強度比
Ｌ　　　：　　地震時せん断強度比
ＦＬ　　：　　液状化抵抗率



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2019年））

件名：   環廃委　第２号　新ごみ処理場建設に係る地質調査業務 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞNo. No.2 地盤標高：　 8.36ｍ 地下水位：GL- 4.93ｍ
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ＦＬの深度分布　○

0.5 1.0 1.5

Ｍ＝ 7.5

αｍａｘ＝200.0 gal

Ｒ Ｌ ＦＬ 判
定

地表最大水平変位Dcy

 0.00 m なし

PL法

 0.00 ○

FL値による判定
　Ｘ：液状化すると判定，○：液状化しないと判定

Dcyと液状化の程度の関係
  なし：     0     ，軽微：    ～0.05m， 小 ：0.05～0.10m
   中 ：0.10～0.20m， 大 ：0.20～0.40m，甚大：0.40m～

PL法による液状化危険度判定
　Ｘ：PL＞15 極めて高い，△：15≧PL＞5 高い，○： 5≧PL 低い

 0.40  0.40  20.0  21.0  11.0

 1.20  0.80  20.0  21.0  11.0

 3.00  1.80  18.0  19.0   9.0

 5.00  2.00  19.0  20.0  10.0

 6.85  1.85  19.7  20.3  10.3
 7.10  0.25  19.7  20.3  10.3

10.45  3.35  17.0  18.0   8.0

 1.30  12  25.8  25.8   3.4   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 2.30  13  43.8  43.8   3.4   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 3.30  22  62.1  62.1   3.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 4.30  29  81.1  81.1   5.2   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 5.30  41 100.6  96.9   8.8   0.0   0.0  46.2  1.00[0.205] 0.127 1.617 ○

 6.30  50 120.9 107.2   9.6   0.0   0.0  53.8  1.00[0.205] 0.135 1.513 ○

 7.30   7 140.7 117.0  62.1   0.0  21.1 *****  1.00***** ***** ***** ○

 8.30   8 158.7 125.0  98.1   0.0  52.2 *****  1.00***** ***** ***** ○

 9.31   6 176.9 133.1  99.1   0.0  58.2 *****  1.00***** ***** ***** ○

10.30   7 194.7 141.0  85.4   0.0  66.4 *****  1.00***** ***** ***** ○



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2019年）)

工  事  名    : 環廃委　第２号　新ごみ処理場建設に係る地質調査業務

ボーリングNo. : No.2
２.  計算結果 

設計用水平加速度 αｍａｘ =   350.0  （ｇａｌ）
地下水位(GL.) 　　Ｈｗ =－  4.93  （ｍ）

深度

(m)

Ｎ値

(回)

σｖ

(kN/m2)

σｖ’

(kN/m2)

Fc

  (%)

 粘土分

  (%)

Ｉｐ  Ｎａ

 (回)

  Ｒ   Ｌ ＦＬ β  γcy

 1.30 12  25.8  25.8   3.4   0.0  0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******

 2.30 13  43.8  43.8   3.4   0.0  0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******

 3.30 22  62.1  62.1   3.0   0.0  0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******

 4.30 29  81.1  81.1   5.2   0.0  0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******

 5.30 41 100.6  96.9   8.8   0.0  0.0  46.22 [0.205]  0.222  0.924  1.000 0.000

 6.30 50 120.9 107.2   9.6   0.0  0.0  53.82 [0.205]  0.237  0.865  1.000 0.000

 7.30  7 140.7 117.0  62.1   0.0 21.1 *** ****** ****** ****** ****** ******

 8.30  8 158.7 125.0  98.1   0.0 52.2 *** ****** ****** ****** ****** ******

 9.31  6 176.9 133.1  99.1   0.0 58.2 *** ****** ****** ****** ****** ******

10.30  7 194.7 141.0  85.4   0.0 66.4 *** ****** ****** ****** ****** ******

地盤液状化指数　PL=   1.46  残留沈下量 S=   0.00 cm

σｖ　　：　　全応力
σｖ’　：　　有効応力
Ｎａ　　：　　補正Ｎ値
Ｒ　　　：　　動的せん断強度比
Ｌ　　　：　　地震時せん断強度比
ＦＬ　　：　　液状化抵抗率



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2019年））

件名：   環廃委　第２号　新ごみ処理場建設に係る地質調査業務 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞNo. No.2 地盤標高：　 8.36ｍ 地下水位：GL- 4.93ｍ
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ＦＬの深度分布　○

0.5 1.0 1.5

Ｍ＝ 7.5

αｍａｘ＝350.0 gal

Ｒ Ｌ ＦＬ 判
定

地表最大水平変位Dcy

 0.00 m なし

PL法

 1.46 ○

FL値による判定
　Ｘ：液状化すると判定，○：液状化しないと判定

Dcyと液状化の程度の関係
  なし：     0     ，軽微：    ～0.05m， 小 ：0.05～0.10m
   中 ：0.10～0.20m， 大 ：0.20～0.40m，甚大：0.40m～

PL法による液状化危険度判定
　Ｘ：PL＞15 極めて高い，△：15≧PL＞5 高い，○： 5≧PL 低い

 0.40  0.40  20.0  21.0  11.0

 1.20  0.80  20.0  21.0  11.0

 3.00  1.80  18.0  19.0   9.0

 5.00  2.00  19.0  20.0  10.0

 6.85  1.85  19.7  20.3  10.3
 7.10  0.25  19.7  20.3  10.3

10.45  3.35  17.0  18.0   8.0

 1.30  12  25.8  25.8   3.4   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 2.30  13  43.8  43.8   3.4   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 3.30  22  62.1  62.1   3.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 4.30  29  81.1  81.1   5.2   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 5.30  41 100.6  96.9   8.8   0.0   0.0  46.2  1.00[0.205] 0.222 0.924 Ｘ

 6.30  50 120.9 107.2   9.6   0.0   0.0  53.8  1.00[0.205] 0.237 0.865 Ｘ

 7.30   7 140.7 117.0  62.1   0.0  21.1 *****  1.00***** ***** ***** ○

 8.30   8 158.7 125.0  98.1   0.0  52.2 *****  1.00***** ***** ***** ○

 9.31   6 176.9 133.1  99.1   0.0  58.2 *****  1.00***** ***** ***** ○

10.30   7 194.7 141.0  85.4   0.0  66.4 *****  1.00***** ***** ***** ○



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2019年）)

工  事  名    : 環廃委　第２号　新ごみ処理場建設に係る地質調査業務

ボーリングNo. : No.1

１.  地層データ 

深度
(m)

土質名 γt
(kN/m3)

γsat
(kN/m3)

γ’
(kN/m3)

  0.90 礫混じり中砂  20.0  21.0  11.0
  2.00 中砂  18.0  19.0   9.0
  5.00 中砂  19.0  20.0  10.0
  6.50 中砂  19.7  20.3  10.3
 10.50 シルト  17.0  18.0   8.0

※参考検討　地下水位満水状態



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2019年）)

工  事  名    : 環廃委　第２号　新ごみ処理場建設に係る地質調査業務

ボーリングNo. : No.1
２.  計算結果 

設計用水平加速度 αｍａｘ =   200.0  （ｇａｌ）
地下水位(GL.) 　　Ｈｗ =－  0.00  （ｍ）

深度

(m)

Ｎ値

(回)

σｖ

(kN/m2)

σｖ’

(kN/m2)

Fc

  (%)

 粘土分

  (%)

Ｉｐ  Ｎａ

 (回)

  Ｒ   Ｌ ＦＬ β  γcy

 1.31  8  26.7  13.6   2.7   0.0  0.0  21.70 [0.207]  0.255  0.810  0.457 0.315

 2.30 25  45.8  22.8   3.1   0.0  0.0  52.36 [0.207]  0.257  0.805  1.000 0.000

 3.30 16  65.8  32.8   3.4   0.0  0.0  27.94 [0.207]  0.253  0.818  1.000 0.000

 4.30 23  85.8  42.8   5.6   0.0  0.0  35.88 [0.207]  0.249  0.832  1.000 0.000

 5.30 31 105.9  52.9   5.1   0.0  0.0  42.75 [0.207]  0.244  0.847  1.000 0.000

 6.30 37 126.2  63.2   4.4   0.0  0.0  46.55 [0.207]  0.240  0.863  1.000 0.000

 7.31 10 144.7  71.7  96.3   0.0 55.0 *** ****** ****** ****** ****** ******

 8.31  8 162.8  79.7  93.7   0.0 50.3 *** ****** ****** ****** ****** ******

 9.30  8 180.7  87.7  91.3   0.0 66.1 *** ****** ****** ****** ****** ******

10.31  6 198.7  95.7  98.8   0.0 44.6 *** ****** ****** ****** ****** ******

地盤液状化指数　PL=   9.58  残留沈下量 S=   0.63 cm

σｖ　　：　　全応力
σｖ’　：　　有効応力
Ｎａ　　：　　補正Ｎ値
Ｒ　　　：　　動的せん断強度比
Ｌ　　　：　　地震時せん断強度比
ＦＬ　　：　　液状化抵抗率

※参考検討　地下水位満水状態



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2019年））

件名：   環廃委　第２号　新ごみ処理場建設に係る地質調査業務 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞNo. No.1 地盤標高：　 7.63ｍ 地下水位：GL- 0.00ｍ
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ＦＬの深度分布　○

0.5 1.0 1.5

Ｍ＝ 7.5

αｍａｘ＝200.0 gal

Ｒ Ｌ ＦＬ 判
定

地表最大水平変位Dcy

 0.01 m 軽微

PL法

 9.58 △

FL値による判定
　Ｘ：液状化すると判定，○：液状化しないと判定

Dcyと液状化の程度の関係
  なし：     0     ，軽微：    ～0.05m， 小 ：0.05～0.10m
   中 ：0.10～0.20m， 大 ：0.20～0.40m，甚大：0.40m～

PL法による液状化危険度判定
　Ｘ：PL＞15 極めて高い，△：15≧PL＞5 高い，○： 5≧PL 低い

 0.90  0.90  20.0  21.0  11.0

 2.00  1.10  18.0  19.0   9.0

 5.00  3.00  19.0  20.0  10.0

 6.50  1.50  19.7  20.3  10.3

10.50  4.00  17.0  18.0   8.0

 1.31   8  26.7  13.6   2.7   0.0   0.0  21.7  0.46[0.207] 0.255 0.810 Ｘ

 2.30  25  45.8  22.8   3.1   0.0   0.0  52.4  1.00[0.207] 0.257 0.805 Ｘ

 3.30  16  65.8  32.8   3.4   0.0   0.0  27.9  1.00[0.207] 0.253 0.818 Ｘ

 4.30  23  85.8  42.8   5.6   0.0   0.0  35.9  1.00[0.207] 0.249 0.832 Ｘ

 5.30  31 105.9  52.9   5.1   0.0   0.0  42.7  1.00[0.207] 0.244 0.847 Ｘ

 6.30  37 126.2  63.2   4.4   0.0   0.0  46.5  1.00[0.207] 0.240 0.863 Ｘ

 7.31  10 144.7  71.7  96.3   0.0  55.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 8.31   8 162.8  79.7  93.7   0.0  50.3 *****  1.00***** ***** ***** ○

 9.30   8 180.7  87.7  91.3   0.0  66.1 *****  1.00***** ***** ***** ○

10.31   6 198.7  95.7  98.8   0.0  44.6 *****  1.00***** ***** ***** ○

※参考検討　地下水位満水状態



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2019年）)

工  事  名    : 環廃委　第２号　新ごみ処理場建設に係る地質調査業務

ボーリングNo. : No.1
２.  計算結果 

設計用水平加速度 αｍａｘ =   350.0  （ｇａｌ）
地下水位(GL.) 　　Ｈｗ =－  0.00  （ｍ）

深度

(m)

Ｎ値

(回)

σｖ

(kN/m2)

σｖ’

(kN/m2)

Fc

  (%)

 粘土分

  (%)

Ｉｐ  Ｎａ

 (回)

  Ｒ   Ｌ ＦＬ β  γcy

 1.31  8  26.7  13.6   2.7   0.0  0.0  21.70 [0.207]  0.447  0.463  0.457 0.891

 2.30 25  45.8  22.8   3.1   0.0  0.0  52.36 [0.207]  0.450  0.460  1.000 0.000

 3.30 16  65.8  32.8   3.4   0.0  0.0  27.94 [0.207]  0.443  0.468  1.000 0.178

 4.30 23  85.8  42.8   5.6   0.0  0.0  35.88 [0.207]  0.435  0.475  1.000 0.000

 5.30 31 105.9  52.9   5.1   0.0  0.0  42.75 [0.207]  0.428  0.484  1.000 0.000

 6.30 37 126.2  63.2   4.4   0.0  0.0  46.55 [0.207]  0.420  0.493  1.000 0.000

 7.31 10 144.7  71.7  96.3   0.0 55.0 *** ****** ****** ****** ****** ******

 8.31  8 162.8  79.7  93.7   0.0 50.3 *** ****** ****** ****** ****** ******

 9.30  8 180.7  87.7  91.3   0.0 66.1 *** ****** ****** ****** ****** ******

10.31  6 198.7  95.7  98.8   0.0 44.6 *** ****** ****** ****** ****** ******

地盤液状化指数　PL=  28.71  残留沈下量 S=   1.96 cm

σｖ　　：　　全応力
σｖ’　：　　有効応力
Ｎａ　　：　　補正Ｎ値
Ｒ　　　：　　動的せん断強度比
Ｌ　　　：　　地震時せん断強度比
ＦＬ　　：　　液状化抵抗率

※参考検討　地下水位満水状態



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2019年））

件名：   環廃委　第２号　新ごみ処理場建設に係る地質調査業務 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞNo. No.1 地盤標高：　 7.63ｍ 地下水位：GL- 0.00ｍ
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ＦＬの深度分布　○

0.5 1.0 1.5

Ｍ＝ 7.5

αｍａｘ＝350.0 gal

Ｒ Ｌ ＦＬ 判
定

地表最大水平変位Dcy

 0.02 m 軽微

PL法

28.71 Ｘ

FL値による判定
　Ｘ：液状化すると判定，○：液状化しないと判定

Dcyと液状化の程度の関係
  なし：     0     ，軽微：    ～0.05m， 小 ：0.05～0.10m
   中 ：0.10～0.20m， 大 ：0.20～0.40m，甚大：0.40m～

PL法による液状化危険度判定
　Ｘ：PL＞15 極めて高い，△：15≧PL＞5 高い，○： 5≧PL 低い

 0.90  0.90  20.0  21.0  11.0

 2.00  1.10  18.0  19.0   9.0

 5.00  3.00  19.0  20.0  10.0

 6.50  1.50  19.7  20.3  10.3

10.50  4.00  17.0  18.0   8.0

 1.31   8  26.7  13.6   2.7   0.0   0.0  21.7  0.46[0.207] 0.447 0.463 Ｘ

 2.30  25  45.8  22.8   3.1   0.0   0.0  52.4  1.00[0.207] 0.450 0.460 Ｘ

 3.30  16  65.8  32.8   3.4   0.0   0.0  27.9  1.00[0.207] 0.443 0.468 Ｘ

 4.30  23  85.8  42.8   5.6   0.0   0.0  35.9  1.00[0.207] 0.435 0.475 Ｘ

 5.30  31 105.9  52.9   5.1   0.0   0.0  42.7  1.00[0.207] 0.428 0.484 Ｘ

 6.30  37 126.2  63.2   4.4   0.0   0.0  46.5  1.00[0.207] 0.420 0.493 Ｘ

 7.31  10 144.7  71.7  96.3   0.0  55.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 8.31   8 162.8  79.7  93.7   0.0  50.3 *****  1.00***** ***** ***** ○

 9.30   8 180.7  87.7  91.3   0.0  66.1 *****  1.00***** ***** ***** ○

10.31   6 198.7  95.7  98.8   0.0  44.6 *****  1.00***** ***** ***** ○

※参考検討　地下水位満水状態



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2019年）)

工  事  名    : 環廃委　第２号　新ごみ処理場建設に係る地質調査業務

ボーリングNo. : No.2

１.  地層データ 

深度
(m)

土質名 γt
(kN/m3)

γsat
(kN/m3)

γ’
(kN/m3)

  0.40 礫混じりシルト  20.0  21.0  11.0
  1.20 砂礫  20.0  21.0  11.0
  3.00 中砂  18.0  19.0   9.0
  5.00 中砂  19.0  20.0  10.0
  6.85 中砂  19.7  20.3  10.3
  7.10 シルト混じり細砂  19.7  20.3  10.3
 10.45 シルト  17.0  18.0   8.0

※参考検討　地下水位満水状態



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2019年）)

工  事  名    : 環廃委　第２号　新ごみ処理場建設に係る地質調査業務

ボーリングNo. : No.2
２.  計算結果 

設計用水平加速度 αｍａｘ =   200.0  （ｇａｌ）
地下水位(GL.) 　　Ｈｗ =－  0.00  （ｍ）

深度

(m)

Ｎ値

(回)

σｖ

(kN/m2)

σｖ’

(kN/m2)

Fc

  (%)

 粘土分

  (%)

Ｉｐ  Ｎａ

 (回)

  Ｒ   Ｌ ＦＬ β  γcy

 1.30 12  27.1  14.1   3.4   0.0  0.0  31.96 [0.205]  0.250  0.820  1.000 0.000

 2.30 13  46.1  23.1   3.4   0.0  0.0  27.05 [0.205]  0.256  0.802  1.000 0.000

 3.30 22  65.4  32.4   3.0   0.0  0.0  38.65 [0.205]  0.255  0.805  1.000 0.000

 4.30 29  85.4  42.4   5.2   0.0  0.0  44.78 [0.205]  0.250  0.820  1.000 0.000

 5.30 41 105.5  52.5   8.8   0.0  0.0  61.15 [0.205]  0.245  0.835  1.000 0.000

 6.30 50 125.8  62.8   9.6   0.0  0.0  68.62 [0.205]  0.241  0.852  1.000 0.000

 7.30  7 145.6  72.6  62.1   0.0 21.1 *** ****** ****** ****** ****** ******

 8.30  8 163.6  80.6  98.1   0.0 52.2 *** ****** ****** ****** ****** ******

 9.31  6 181.8  88.7  99.1   0.0 58.2 *** ****** ****** ****** ****** ******

10.30  7 199.6  96.6  85.4   0.0 66.4 *** ****** ****** ****** ****** ******

地盤液状化指数　PL=  10.16  残留沈下量 S=   0.00 cm

σｖ　　：　　全応力
σｖ’　：　　有効応力
Ｎａ　　：　　補正Ｎ値
Ｒ　　　：　　動的せん断強度比
Ｌ　　　：　　地震時せん断強度比
ＦＬ　　：　　液状化抵抗率

※参考検討　地下水位満水状態



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2019年））

件名：   環廃委　第２号　新ごみ処理場建設に係る地質調査業務 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞNo. No.2 地盤標高：　 8.36ｍ 地下水位：GL- 0.00ｍ
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ＦＬの深度分布　○

0.5 1.0 1.5

Ｍ＝ 7.5

αｍａｘ＝200.0 gal

Ｒ Ｌ ＦＬ 判
定

地表最大水平変位Dcy

 0.00 m なし

PL法

10.16 △

FL値による判定
　Ｘ：液状化すると判定，○：液状化しないと判定

Dcyと液状化の程度の関係
  なし：     0     ，軽微：    ～0.05m， 小 ：0.05～0.10m
   中 ：0.10～0.20m， 大 ：0.20～0.40m，甚大：0.40m～

PL法による液状化危険度判定
　Ｘ：PL＞15 極めて高い，△：15≧PL＞5 高い，○： 5≧PL 低い

 0.40  0.40  20.0  21.0  11.0

 1.20  0.80  20.0  21.0  11.0

 3.00  1.80  18.0  19.0   9.0

 5.00  2.00  19.0  20.0  10.0

 6.85  1.85  19.7  20.3  10.3
 7.10  0.25  19.7  20.3  10.3

10.45  3.35  17.0  18.0   8.0

 1.30  12  27.1  14.1   3.4   0.0   0.0  32.0  1.00[0.205] 0.250 0.820 Ｘ

 2.30  13  46.1  23.1   3.4   0.0   0.0  27.0  1.00[0.205] 0.256 0.802 Ｘ

 3.30  22  65.4  32.4   3.0   0.0   0.0  38.7  1.00[0.205] 0.255 0.805 Ｘ

 4.30  29  85.4  42.4   5.2   0.0   0.0  44.8  1.00[0.205] 0.250 0.820 Ｘ

 5.30  41 105.5  52.5   8.8   0.0   0.0  61.2  1.00[0.205] 0.245 0.835 Ｘ

 6.30  50 125.8  62.8   9.6   0.0   0.0  68.6  1.00[0.205] 0.241 0.852 Ｘ

 7.30   7 145.6  72.6  62.1   0.0  21.1 *****  1.00***** ***** ***** ○

 8.30   8 163.6  80.6  98.1   0.0  52.2 *****  1.00***** ***** ***** ○

 9.31   6 181.8  88.7  99.1   0.0  58.2 *****  1.00***** ***** ***** ○

10.30   7 199.6  96.6  85.4   0.0  66.4 *****  1.00***** ***** ***** ○

※参考検討　地下水位満水状態



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2019年）)

工  事  名    : 環廃委　第２号　新ごみ処理場建設に係る地質調査業務

ボーリングNo. : No.2
２.  計算結果 

設計用水平加速度 αｍａｘ =   350.0  （ｇａｌ）
地下水位(GL.) 　　Ｈｗ =－  0.00  （ｍ）

深度

(m)

Ｎ値

(回)

σｖ

(kN/m2)

σｖ’

(kN/m2)

Fc

  (%)

 粘土分

  (%)

Ｉｐ  Ｎａ

 (回)

  Ｒ   Ｌ ＦＬ β  γcy

 1.30 12  27.1  14.1   3.4   0.0  0.0  31.96 [0.205]  0.437  0.469  1.000 0.000

 2.30 13  46.1  23.1   3.4   0.0  0.0  27.05 [0.205]  0.447  0.458  1.000 0.284

 3.30 22  65.4  32.4   3.0   0.0  0.0  38.65 [0.205]  0.445  0.460  1.000 0.000

 4.30 29  85.4  42.4   5.2   0.0  0.0  44.78 [0.205]  0.437  0.469  1.000 0.000

 5.30 41 105.5  52.5   8.8   0.0  0.0  61.15 [0.205]  0.429  0.477  1.000 0.000

 6.30 50 125.8  62.8   9.6   0.0  0.0  68.62 [0.205]  0.421  0.487  1.000 0.000

 7.30  7 145.6  72.6  62.1   0.0 21.1 *** ****** ****** ****** ****** ******

 8.30  8 163.6  80.6  98.1   0.0 52.2 *** ****** ****** ****** ****** ******

 9.31  6 181.8  88.7  99.1   0.0 58.2 *** ****** ****** ****** ****** ******

10.30  7 199.6  96.6  85.4   0.0 66.4 *** ****** ****** ****** ****** ******

地盤液状化指数　PL=  30.07  残留沈下量 S=   0.34 cm

σｖ　　：　　全応力
σｖ’　：　　有効応力
Ｎａ　　：　　補正Ｎ値
Ｒ　　　：　　動的せん断強度比
Ｌ　　　：　　地震時せん断強度比
ＦＬ　　：　　液状化抵抗率

※参考検討　地下水位満水状態



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2019年））

件名：   環廃委　第２号　新ごみ処理場建設に係る地質調査業務 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞNo. No.2 地盤標高：　 8.36ｍ 地下水位：GL- 0.00ｍ

標

尺
(m)

標

尺
(m)

柱

状

図

地

層

深

度
（ｍ）

層

厚
（ｍ）

γｔ

(kN
 /ｍ )

3

γsat

(kN
 /ｍ )

3

γ’

(kN
 /ｍ )

3

計

算

深

度
（ｍ）

Ｎ

値

σv

(kN
  /㎡)

σv’

(kN
  /㎡)

Fc

（％）

粘

土

分
（％）

塑

性

指

数

補

正

Ｎ

値

低

減

率

β

 5  5

10 10

15 15

20 20

Ｎ　　　値　●

10 20 30 40

ＦＬの深度分布　○

0.5 1.0 1.5

Ｍ＝ 7.5

αｍａｘ＝350.0 gal

Ｒ Ｌ ＦＬ 判
定

地表最大水平変位Dcy

 0.00 m 軽微

PL法

30.07 Ｘ

FL値による判定
　Ｘ：液状化すると判定，○：液状化しないと判定

Dcyと液状化の程度の関係
  なし：     0     ，軽微：    ～0.05m， 小 ：0.05～0.10m
   中 ：0.10～0.20m， 大 ：0.20～0.40m，甚大：0.40m～

PL法による液状化危険度判定
　Ｘ：PL＞15 極めて高い，△：15≧PL＞5 高い，○： 5≧PL 低い

 0.40  0.40  20.0  21.0  11.0

 1.20  0.80  20.0  21.0  11.0

 3.00  1.80  18.0  19.0   9.0

 5.00  2.00  19.0  20.0  10.0

 6.85  1.85  19.7  20.3  10.3
 7.10  0.25  19.7  20.3  10.3

10.45  3.35  17.0  18.0   8.0

 1.30  12  27.1  14.1   3.4   0.0   0.0  32.0  1.00[0.205] 0.437 0.469 Ｘ

 2.30  13  46.1  23.1   3.4   0.0   0.0  27.0  1.00[0.205] 0.447 0.458 Ｘ

 3.30  22  65.4  32.4   3.0   0.0   0.0  38.7  1.00[0.205] 0.445 0.460 Ｘ

 4.30  29  85.4  42.4   5.2   0.0   0.0  44.8  1.00[0.205] 0.437 0.469 Ｘ

 5.30  41 105.5  52.5   8.8   0.0   0.0  61.2  1.00[0.205] 0.429 0.477 Ｘ

 6.30  50 125.8  62.8   9.6   0.0   0.0  68.6  1.00[0.205] 0.421 0.487 Ｘ

 7.30   7 145.6  72.6  62.1   0.0  21.1 *****  1.00***** ***** ***** ○

 8.30   8 163.6  80.6  98.1   0.0  52.2 *****  1.00***** ***** ***** ○

 9.31   6 181.8  88.7  99.1   0.0  58.2 *****  1.00***** ***** ***** ○

10.30   7 199.6  96.6  85.4   0.0  66.4 *****  1.00***** ***** ***** ○

※参考検討　地下水位満水状態



   土 質 試 験 結 果 一 覧 表 （基礎地盤）

調査件名 整理年月日

整理担当者

試 料 番 号

（ ）深 さ

一

般

湿 潤 密 度

乾 燥 密 度

土粒子の密度

自然含水比

間 隙 比

飽 和 度

粒

度

石 分

礫 分

砂 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
特
性

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

分

類

地盤材料の

分 類 名

分 類 記 号

圧

密

試 験 方 法

圧 縮 指 数

圧密降伏応力

一

軸

圧

縮

せ

ん

断

試 験 条 件

全 応 力

有効応力

ρt

ρd

ρs

w n

ｅ

Ｓr

g/cm3

g/cm3

g/cm3

％

％

（７５ｍｍ以上）

（２～７５ｍｍ）

（０．０７５～２ｍｍ）

（０．００５～０．０７５ｍｍ）

（０．００５ｍｍ未満）

Ｕc

％

％1)

％1)

％1)

％1)

mm

w L

w p

Ｉp

％

％

Ｃc

ｐc kN/m2

ｃ

φ

ｃ′

φ′

kN/m2

°

kN/m2

°

特記事項 1) 石分を除いた75mm未満の土質材料

に対する百分率で表す。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

繰

返

し

三

軸

環廃委第2号　新ごみ処理場建設に係る地質調査業務  2023年 8月 10日

鈴木　直文

T1

(5.00～5.90m)

1.99

1.62

2.721

23.4

0.68

93.1

0.0

94.9

5.1

2.33

1.21

2

細粒分まじり砂

(S-F)

0.228

T2

(5.90～6.90m)

2.03

1.68

2.772

21.2

0.65

90.3

0.0

90.4

9.6

4.42

2.05

2

細粒分まじり砂

(S-F)

0.230

曲 率 係 数 Ｕc′

一軸圧縮強さ q u

破壊ひずみ εf

液状化強度比RL20

kN/m2

％

y-aoki
kowa



   J I S A 1 2 0 2

J G S 0 1 1 1
土 粒 子 の 密 度 試 験 （測定）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

特記事項
1) ピクノメーターの検定結果から求める。

ρs ＝
m s

m s ＋( )m a －m b

×ρw( T )

環廃委第2号　新ごみ処理場建設に係る地質調査業務  2023年 6月 22日

青木　由佳子

T1 (5.00～5.90m)

46

142.079

22.7

0.99761

131.068

46

92.178

74.823

17.355

2.729

47

142.897

22.7

0.99761

133.513

47

90.628

75.820

14.808

2.724

2.721

48

143.305

22.7

0.99761

134.408

48

92.025

77.949

14.076

2.711

T2 (5.90～6.90m)

49

140.815

22.7

0.99761

131.699

49

86.596

72.350

14.246

2.770

50

142.804

22.7

0.99761

133.370

50

92.357

77.628

14.729

2.775

2.772

51

143.150

22.7

0.99761

132.002

51

89.451

72.033

17.418

2.771

y-aoki
kowa



  J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深 さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ 20 mm

環廃委第2号　新ごみ処理場建設に係る地質調査業務  2023年 6月 22日

青木　由佳子

T1

(5.00～5.90m)

100.0

98.2

64.6

20.0

5.8

5.1

T2

(5.90～6.90m)

100.0

99.4

73.2

30.9

11.2

9.6

T1

(5.00～5.90m)

-

-

-

1.8

78.2

14.9

5.1

100.0

64.6

5.1

2

0.4041

0.3633

0.2906

0.1734

2.33

1.21

2.721

0.2500

T2

(5.90～6.90m)

-

-

-

0.6

68.5

21.3

9.6

100.0

73.2

9.6

2

0.3616

0.3218

0.2461

0.0818

4.42

2.05

2.772

0.1959

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

T1
T2

- -

y-aoki
kowa



J I S A 1 2 2 5

J G S 0 1 9 1
土 の 湿 潤 密 度 試 験 （ ノ ギ ス 法 ）

調査件名

試料番号 （深さ）

試験年月日

試 験 者

供 試 体 No.

供 試 体 の 質 量 m g

供

試

体

体

積

直

径

高

さ

上 部 cm

中 部 cm

下 部 cm

平 均 値 D cm

cm

平 均 値 H cm

体 積 V ＝（πD 2 /4）H cm3

含

水

比

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

湿潤密度ρt＝m /V g/cm3

乾燥密度ρd＝ρt/(1+w/100) g/cm3

間 隙 比 e ＝(ρs/ρd)－1

飽 和 度 S r＝wρs/(e ρw） ％

土粒子の密度 ρs g/cm3

平 均 値 ρd g/cm3

平 均 値 w ％

平 均 値 e

平均値 ρt g/cm3

平均値 S r ％

特記事項

環廃委第2号　新ごみ処理場建設に係る地質調査業務  2023年 6月 21日

T1 (5.00～5.90m) 鈴木　直文

1

398.81

5.00

5.00

5.00

5.00

5.00

5.00

5.00

10.01

10.03

10.02

196.74

2

400.38

5.00

5.00

5.00

5.00

5.00

5.00

5.00

10.06

10.03

10.05

197.33

3

384.77

5.00

5.00

5.00

5.00

5.00

5.00

5.00

10.02

10.04

10.03

196.94

4

386.51

5.00

5.00

5.00

5.00

5.00

5.00

5.00

10.01

10.02

10.02

196.74

2408

530.69

457.54

131.88

22.5

2664

528.70

453.15

128.32

23.3

2239

512.03

434.68

127.26

25.2

2231

513.12

442.24

126.61

22.5

22.5 23.3 25.2 22.5

2.027

1.655

0.644

95.1

2.029

1.646

0.653

97.1

1.954

1.561

0.743

92.3

1.965

1.604

0.696

88.0

2.721

1.62

23.4

0.68

1.99

93.1

三軸供試体を使用した。

y-aoki
kowa



J I S A 1 2 2 5

J G S 0 1 9 1
土 の 湿 潤 密 度 試 験 （ ノ ギ ス 法 ）

調査件名

試料番号 （深さ）

試験年月日

試 験 者

供 試 体 No.

供 試 体 の 質 量 m g

供

試

体

体

積

直

径

高

さ

上 部 cm

中 部 cm

下 部 cm

平 均 値 D cm

cm

平 均 値 H cm

体 積 V ＝（πD 2 /4）H cm3

含

水

比

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

湿潤密度ρt＝m /V g/cm3

乾燥密度ρd＝ρt/(1+w/100) g/cm3

間 隙 比 e ＝(ρs/ρd)－1

飽 和 度 S r＝wρs/(e ρw） ％

土粒子の密度 ρs g/cm3

平 均 値 ρd g/cm3

平 均 値 w ％

平 均 値 e

平均値 ρt g/cm3

平均値 S r ％

特記事項

環廃委第2号　新ごみ処理場建設に係る地質調査業務  2023年 6月 21日

T2 (5.90～6.90m) 鈴木　直文

1

397.86

5.00

5.00

5.00

5.00

5.00

5.00

5.00

10.02

10.01

10.02

196.74

2

401.89

5.00

5.00

5.00

5.00

5.00

5.00

5.00

10.03

10.02

10.03

196.94

3

405.25

5.00

5.00

5.00

5.00

5.00

5.00

5.00

10.04

10.03

10.04

197.13

4

397.49

5.00

5.00

5.00

5.00

5.00

5.00

5.00

10.04

10.03

10.04

197.13

2228

526.27

454.91

128.41

21.9

2148

533.30

462.18

131.41

21.5

2129

534.42

464.45

129.17

20.9

2237

524.42

456.44

126.93

20.6

21.9 21.5 20.9 20.6

2.022

1.659

0.671

90.5

2.041

1.680

0.650

91.7

2.056

1.701

0.630

92.0

2.016

1.672

0.658

86.8

2.772

1.68

21.2

0.65

2.03

90.3

三軸供試体を使用した。

y-aoki
kowa



J G S 0 5 2 0 土の三軸試験の供試体作製・設置

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

供試体を用いる試験の基準番号と名称

試 料 の 状 態 1)

供 試 体 の 作 製 2)

土 質 名 称

土 粒 子 の 密 度 ρs
3) g/cm3

供 試 体 No.

初

期

状

態

直 径 cm

平 均 直 径 D i cm

高 さ cm

平 均 高 さ H i cm

体 積 V i cm3

含 水 比 w i ％

質 量 m i g

湿 潤 密 度 ρti
3) g/cm3

乾 燥 密 度 ρdi
3) g/cm3

間 隙 比 e i
3)

飽 和 度 S ri
3) ％

相 対 密 度 D ri
3) ％

設

置

・

飽

和

過

程

軸 変 位 量 の 測 定 方 法

設 置 時 の 軸 変 位 量 cm

飽和過程の軸変位量 cm

軸 変 位 量 ΔH i
5) cm

体積変化量の測定方法

設置時の体積変化量 cm3

飽和過程の体積変化量 cm3

体 積 変 化 量 ΔV i
5) cm3

圧
密
前
（
試
験
前
）

高 さ H 0 cm

直 径 D 0 cm

体 積 V 0 cm3

乾 燥 密 度 ρd0
3) g/cm3

間 隙 比 e 0
3)

相 対 密 度 D r0
3) ％

炉

乾

燥

後

容 器 No.

（炉乾燥供試体＋容器）質量 g

容 器 質 量 g

炉 乾 燥 質 量 m s g

特記事項 1) 試料の採取方法，試料の状態（塊状，凍結，ときほぐされた）等を記載する。

2) トリミング法，負圧法の種別，凍結試料の場合は解凍方法等を記載する。

3) 必要に応じて記載する。

4) 必要に応じて粘性土の場合は液性限界，塑性限界，砂質土の場合は最小乾燥密度，

最大乾燥密度等を記載する。

5) 設置時の変化と飽和過程および B 値測定過程での変化を合わせる。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

環廃委第2号 新ごみ処理場建設に係る地質調査業務

T1 (5.00～5.90m)

 2023年 8月 2日

鈴木 直文

JGS 0541-2009 土の繰返し非排水三軸試験

乱さない

ｶｯﾀｰﾘﾝｸﾞ法

2.721

1

5.00

5.00

5.00

5.00

10.01

10.03

10.02

10.02

196.74

22.5

398.81

2.027

1.655

0.644

95.1

外部変位計によって測定

0.000

0.068

0.068

計算による

0.00

4.01

4.01

9.95

4.97

192.73

1.689

0.611

2408

457.54

131.88

325.66

2

5.00

5.00

5.00

5.00

10.06

10.03

10.04

10.04

197.13

23.3

400.38

2.031

1.647

0.652

97.2

0.000

0.046

0.046

0.00

2.71

2.71

9.99

4.98

194.42

1.670

0.629

2664

453.15

128.32

324.83

3

5.00

5.00

5.00

5.00

10.02

10.04

10.02

10.03

196.94

25.2

384.77

1.954

1.561

0.743

92.3

0.000

0.040

0.040

0.00

2.36

2.36

9.99

4.98

194.58

1.579

0.723

2239

434.68

127.26

307.42

4

5.00

5.00

5.00

5.00

10.01

10.02

10.02

10.02

196.74

22.5

386.51

1.965

1.604

0.696

88.0

0.000

0.056

0.056

0.00

3.30

3.30

9.96

4.97

193.44

1.631

0.668

2231

442.24

126.61

315.63

（社）地盤工学会6731

y-aoki
kowa



J G S 0 5 4 1 土の繰返し非排水三軸試験（試験条件・圧密状態）

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

飽 和 方 法

試 料 の 状 態 1)

供試体の作製方法 2)

土 粒 子 の 密 度 ρs
3) g/cm3試

験
条
件

背 圧 u b kN/m2

圧 密 応 力 σ′c kN/m2

有 効 拘 束 圧 σ′0 kN/m2

供 試 体 No.

圧

密

前

高 さ H 0 cm

直 径 D 0 cm

乾 燥 密 度 ρd0
3) g/cm3

間 隙 比 e 0
3)

相 対 密 度 D r0
3) ％

圧

密

後

体 積 変 化 量 ΔV c cm3

軸 変 位 量 ΔH c cm

体 積 V c cm3

高 さ H c cm

断 面 積 A c cm2

炉 乾 燥 質 量 m s g

乾 燥 密 度 ρdc g/cm3

間 隙 比 e c
3)

相 対 密 度 D rc
3) ％

間

隙

圧

係

数

B

圧

密

前

セル圧変化 Δσ kN/m2

間隙水圧変化 Δu kN/m2

測定に要した時間 min

B 値

圧

密

後

セル圧変化 Δσ kN/m2

間隙水圧

変 化

Δu u kN/m2

Δu l kN/m2

測定に要した時間 min

B 値 4)

特記事項 1) 試料の採取方法，試料の状態（塊状，凍結，ときほぐされた）等を記載する。
2) トリミング法，負圧法の種別，凍結試料の場合は解凍方法等を記載する。
3) 必要に応じて記載する。
4) 圧密後　値=(     +    )/2  σB Δu u Δu l Δ

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

環廃委第2号 新ごみ処理場建設に係る地質調査業務

T1 (5.00～5.90m)

 2023年 8月 2日

鈴木 直文

二重負圧，脱気水，背圧

200

90

90

乱さない

ｶｯﾀｰﾘﾝｸﾞ法

2.721

1

9.95

4.97

1.689

0.611

1.97

0.017

190.76

9.93

19.21

325.66

1.707

0.594

49.9

49.6

5

0.99

2

9.99

4.98

1.670

0.629

1.93

0.019

192.49

9.97

19.31

324.83

1.688

0.612

50.0

49.2

5

0.98

3

9.99

4.98

1.579

0.723

1.91

0.019

192.67

9.97

19.32

307.42

1.596

0.705

50.1

48.8

5

0.97

4

9.96

4.97

1.631

0.668

1.97

0.020

191.47

9.94

19.26

315.63

1.648

0.651

50.0

49.1

5

0.98

（社）地盤工学会6761

y-aoki
kowa



J G S 0 5 4 1 土の繰返し非排水三軸試験（波形記録）

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

供 試 体 No.

試
験
条
件

背 圧 u b kN/m2

圧密応力 σ′c kN/m2

有効拘束圧 σ′0 kN/m2

載 荷 波 形

載 荷 周 波 数 f Hz

繰返し応力振幅比 σd /2σ′0

軸ひずみの両振幅

DA ≦1％ 1)

DA ＝1％

2％

5％

 ％

圧縮・伸張荷重の比 P C /P E 繰返し軸差応力σd kN/m
2 繰返し載荷回数 N c

過剰間隙水圧比95％のときの繰返し載荷回数 N u95

波形の連続記録 2)

特記事項 1)     =1％までの平均値DA
2) 繰返し軸差応力，軸ひずみ，

過剰間隙水圧比または，軸
荷重，軸変位，過剰間隙水
圧のいずれかを図示する。
または別途添付してよい。
必要に応じてセル圧の連続
記録も添える。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

環廃委第2号 新ごみ処理場建設に係る地質調査業務  2023年 8月 2日

T1 (5.00～5.90m) 鈴木 直文

1

200

90

90

正弦波

0.2

0.254

0.99

0.99

0.99

0.99

45.7

45.7

45.7

45.5

0.8

3.0

12

3.5

供試体初期状態 繰返し載荷後

経過時間 (秒)

繰
返

し
軸

差
応

力
 
σ

d
(
k
N
/
m

2
)

0 250 500 750

0

40

80

0

-40

-80

繰り返し軸差応力-時間

経過時間 (秒)

軸
ひ

ず
み

 
ε

a
(
%
)

0 250 500 750

0

10

20

0

-10

-20

軸ひずみ-時間

経過時間 (秒)

過
剰

間
隙

水
圧

比
 
⊿

u
/
σ

0
′

0 250 500 750

0.4

0.8

1.2

0.4

0.0

-0.4

過剰間隙水圧比-時間

△u/σ0′=0.95

（社）地盤工学会6762

y-aoki
kowa



J G S 0 5 4 1 土の繰返し非排水三軸試験（波形記録）

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

供 試 体 No.

試
験
条
件

背 圧 u b kN/m2

圧密応力 σ′c kN/m2

有効拘束圧 σ′0 kN/m2

載 荷 波 形

載 荷 周 波 数 f Hz

繰返し応力振幅比 σd /2σ′0

軸ひずみの両振幅

DA ≦1％ 1)

DA ＝1％

2％

5％

 ％

圧縮・伸張荷重の比 P C /P E 繰返し軸差応力σd kN/m
2 繰返し載荷回数 N c

過剰間隙水圧比95％のときの繰返し載荷回数 N u95

波形の連続記録 2)

特記事項 1)     =1％までの平均値DA
2) 繰返し軸差応力，軸ひずみ，

過剰間隙水圧比または，軸
荷重，軸変位，過剰間隙水
圧のいずれかを図示する。
または別途添付してよい。
必要に応じてセル圧の連続
記録も添える。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

環廃委第2号 新ごみ処理場建設に係る地質調査業務  2023年 8月 2日

T1 (5.00～5.90m) 鈴木 直文

2

200

90

90

正弦波

0.2

0.161

0.99

0.99

0.99

0.99

29.0

29.1

29.0

28.9

201

208

234

202

供試体初期状態 繰返し載荷後

経過時間 (秒)

繰
返

し
軸

差
応

力
 
σ

d
(
k
N
/
m

2
)

0 1000 2000 3000

0

40

80

0

-40

-80

繰り返し軸差応力-時間

経過時間 (秒)

軸
ひ

ず
み

 
ε

a
(
%
)

0 1000 2000 3000

0

10

20

0

-10

-20

軸ひずみ-時間

経過時間 (秒)

過
剰

間
隙

水
圧

比
 
⊿

u
/
σ

0
′

0 1000 2000 3000

0.4

0.8

1.2

0.4

0.0

-0.4

過剰間隙水圧比-時間

△u/σ0′=0.95

（社）地盤工学会6762

y-aoki
kowa



J G S 0 5 4 1 土の繰返し非排水三軸試験（波形記録）

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

供 試 体 No.

試
験
条
件

背 圧 u b kN/m2

圧密応力 σ′c kN/m2

有効拘束圧 σ′0 kN/m2

載 荷 波 形

載 荷 周 波 数 f Hz

繰返し応力振幅比 σd /2σ′0

軸ひずみの両振幅

DA ≦1％ 1)

DA ＝1％

2％

5％

 ％

圧縮・伸張荷重の比 P C /P E 繰返し軸差応力σd kN/m
2 繰返し載荷回数 N c

過剰間隙水圧比95％のときの繰返し載荷回数 N u95

波形の連続記録 2)

特記事項 1)     =1％までの平均値DA
2) 繰返し軸差応力，軸ひずみ，

過剰間隙水圧比または，軸
荷重，軸変位，過剰間隙水
圧のいずれかを図示する。
または別途添付してよい。
必要に応じてセル圧の連続
記録も添える。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

環廃委第2号 新ごみ処理場建設に係る地質調査業務  2023年 8月 2日

T1 (5.00～5.90m) 鈴木 直文

3

200

90

90

正弦波

0.2

0.182

0.99

0.99

0.99

0.99

32.7

32.7

32.6

32.5

85

94

131

88

供試体初期状態 繰返し載荷後

経過時間 (秒)

繰
返

し
軸

差
応

力
 
σ

d
(
k
N
/
m

2
)

0 500 1000 1500

0

40

80

0

-40

-80

繰り返し軸差応力-時間

経過時間 (秒)

軸
ひ

ず
み

 
ε

a
(
%
)

0 500 1000 1500

0

10

20

0

-10

-20

軸ひずみ-時間

経過時間 (秒)

過
剰

間
隙

水
圧

比
 
⊿

u
/
σ

0
′

0 500 1000 1500

0.4

0.8

1.2

0.4

0.0

-0.4

過剰間隙水圧比-時間

△u/σ0′=0.95

（社）地盤工学会6762

y-aoki
kowa



J G S 0 5 4 1 土の繰返し非排水三軸試験（波形記録）

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

供 試 体 No.

試
験
条
件

背 圧 u b kN/m2

圧密応力 σ′c kN/m2

有効拘束圧 σ′0 kN/m2

載 荷 波 形

載 荷 周 波 数 f Hz

繰返し応力振幅比 σd /2σ′0

軸ひずみの両振幅

DA ≦1％ 1)

DA ＝1％

2％

5％

 ％

圧縮・伸張荷重の比 P C /P E 繰返し軸差応力σd kN/m
2 繰返し載荷回数 N c

過剰間隙水圧比95％のときの繰返し載荷回数 N u95

波形の連続記録 2)

特記事項 1)     =1％までの平均値DA
2) 繰返し軸差応力，軸ひずみ，

過剰間隙水圧比または，軸
荷重，軸変位，過剰間隙水
圧のいずれかを図示する。
または別途添付してよい。
必要に応じてセル圧の連続
記録も添える。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

環廃委第2号 新ごみ処理場建設に係る地質調査業務  2023年 8月 2日

T1 (5.00～5.90m) 鈴木 直文

4

200

90

90

正弦波

0.2

0.213

0.99

0.99

0.99

0.99

38.4

38.3

38.3

38.2

7.0

9.5

20

8.5

供試体初期状態 繰返し載荷後

経過時間 (秒)

繰
返

し
軸

差
応

力
 
σ

d
(
k
N
/
m

2
)

0 250 500 750

0

40

80

0

-40

-80

繰り返し軸差応力-時間

経過時間 (秒)

軸
ひ

ず
み

 
ε

a
(
%
)

0 250 500 750

0

10

20

0

-10

-20

軸ひずみ-時間

経過時間 (秒)

過
剰

間
隙

水
圧

比
 
⊿

u
/
σ

0
′

0 250 500 750

0.4

0.8

1.2

0.4

0.0

-0.4

過剰間隙水圧比-時間

△u/σ0′=0.95

（社）地盤工学会6762

y-aoki
kowa



J G S 0 5 4 1 土の繰返し非排水三軸試験 （応力比－繰返し回数）

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

試
験
条
件

背 圧 u b kN/m2

圧 密 応 力 σ′c kN/m2

有 効 拘 束 圧 σ′0 kN/m2

載 荷 波 形

載 荷 周 波 数 f Hz

試
験
装
置

荷重計容量 N (位置)

載荷ピストン摩擦補正

間隙水圧測定経路体積変化 cm3/kN/m2

ゴ
ム
ス
リ
ー
ブ

材 質

厚 さ mm

ゴ ム ス リ ー ブ 貫 入 量

供 試 体 No.

乾 燥 密 度 ρdc g/cm3

間 隙 比 e c

相 対 密 度 D rc ％

繰 返 し 軸 差 応 力 σd kN/m2

繰 返 し 応 力 振 幅 比 σd /2σ′0

繰
返
し
載
荷
回
数

軸
ひ
ず
み
の
両
振
幅

DA = ○

△

□

◇

1％

2％

5％

 ％

過剰間隙水圧比 95％ N u95 ●

特記事項

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

環廃委第2号 新ごみ処理場建設に係る地質調査業務

T1 (5.00～5.90m)

 2023年 8月 2日

鈴木 直文

200

90

90

正弦波

0.2

2000(セルの内)

無

0.0001

ラテックス

0.3

補正無

1

1.707

0.594

45.7

0.254

0.8

3.0

12

3.5

2

1.688

0.612

29.0

0.161

201

208

234

202

3

1.596

0.705

32.7

0.182

85

94

131

88

4

1.648

0.651

38.4

0.213

7.0

9.5

20

8.5

繰返し載荷回数   Nc

繰
返

し
応

力
振

幅
比

 
σ

d
/
2
σ

′ 0

繰返し応力振幅比-繰返し載荷回数

0.1 11 1010 100100 1000
0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

Nc=20

RL20=0.228

（社）地盤工学会6763

y-aoki
kowa



J G S 0 5 2 0 土の三軸試験の供試体作製・設置

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

供試体を用いる試験の基準番号と名称

試 料 の 状 態 1)

供 試 体 の 作 製 2)

土 質 名 称

土 粒 子 の 密 度 ρs
3) g/cm3

供 試 体 No.

初

期

状

態

直 径 cm

平 均 直 径 D i cm

高 さ cm

平 均 高 さ H i cm

体 積 V i cm3

含 水 比 w i ％

質 量 m i g

湿 潤 密 度 ρti
3) g/cm3

乾 燥 密 度 ρdi
3) g/cm3

間 隙 比 e i
3)

飽 和 度 S ri
3) ％

相 対 密 度 D ri
3) ％

設

置

・

飽

和

過

程

軸 変 位 量 の 測 定 方 法

設 置 時 の 軸 変 位 量 cm

飽和過程の軸変位量 cm

軸 変 位 量 ΔH i
5) cm

体積変化量の測定方法

設置時の体積変化量 cm3

飽和過程の体積変化量 cm3

体 積 変 化 量 ΔV i
5) cm3

圧
密
前
（
試
験
前
）

高 さ H 0 cm

直 径 D 0 cm

体 積 V 0 cm3

乾 燥 密 度 ρd0
3) g/cm3

間 隙 比 e 0
3)

相 対 密 度 D r0
3) ％

炉

乾

燥

後

容 器 No.

（炉乾燥供試体＋容器）質量 g

容 器 質 量 g

炉 乾 燥 質 量 m s g

特記事項 1) 試料の採取方法，試料の状態（塊状，凍結，ときほぐされた）等を記載する。

2) トリミング法，負圧法の種別，凍結試料の場合は解凍方法等を記載する。

3) 必要に応じて記載する。

4) 必要に応じて粘性土の場合は液性限界，塑性限界，砂質土の場合は最小乾燥密度，

最大乾燥密度等を記載する。

5) 設置時の変化と飽和過程および B 値測定過程での変化を合わせる。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

環廃委第2号 新ごみ処理場建設に係る地質調査業務

T2 (5.90～6.90m)

 2023年 8月 2日

鈴木 直文

JGS 0541-2009 土の繰返し非排水三軸試験

乱さない

ｶｯﾀｰﾘﾝｸﾞ法

2.772

1

5.00

5.00

5.00

5.00

10.02

10.01

10.03

10.02

196.74

21.9

397.86

2.022

1.659

0.671

90.5

外部変位計によって測定

0.000

0.067

0.067

計算による

0.00

3.95

3.95

9.95

4.97

192.79

1.693

0.637

2228

454.91

128.41

326.50

2

5.00

5.00

5.00

5.00

10.03

10.02

10.03

10.03

196.94

21.5

401.89

2.041

1.680

0.650

91.7

0.000

0.048

0.048

0.00

2.83

2.83

9.98

4.98

194.11

1.704

0.627

2148

462.18

131.41

330.77

3

5.00

5.00

5.00

5.00

10.04

10.03

10.05

10.04

197.13

20.9

405.25

2.056

1.701

0.630

92.0

0.000

0.050

0.050

0.00

2.95

2.95

9.99

4.97

194.18

1.726

0.606

2129

464.45

129.17

335.28

4

5.00

5.00

5.00

5.00

10.04

10.03

10.02

10.03

196.94

20.6

397.49

2.018

1.673

0.657

86.9

0.000

0.058

0.058

0.00

3.42

3.42

9.97

4.97

193.52

1.703

0.628

2237

456.44

126.93

329.51

（社）地盤工学会6731

y-aoki
kowa



J G S 0 5 4 1 土の繰返し非排水三軸試験（試験条件・圧密状態）

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

飽 和 方 法

試 料 の 状 態 1)

供試体の作製方法 2)

土 粒 子 の 密 度 ρs
3) g/cm3試

験
条
件

背 圧 u b kN/m2

圧 密 応 力 σ′c kN/m2

有 効 拘 束 圧 σ′0 kN/m2

供 試 体 No.

圧

密

前

高 さ H 0 cm

直 径 D 0 cm

乾 燥 密 度 ρd0
3) g/cm3

間 隙 比 e 0
3)

相 対 密 度 D r0
3) ％

圧

密

後

体 積 変 化 量 ΔV c cm3

軸 変 位 量 ΔH c cm

体 積 V c cm3

高 さ H c cm

断 面 積 A c cm2

炉 乾 燥 質 量 m s g

乾 燥 密 度 ρdc g/cm3

間 隙 比 e c
3)

相 対 密 度 D rc
3) ％

間

隙

圧

係

数

B

圧

密

前

セル圧変化 Δσ kN/m2

間隙水圧変化 Δu kN/m2

測定に要した時間 min

B 値

圧

密

後

セル圧変化 Δσ kN/m2

間隙水圧

変 化

Δu u kN/m2

Δu l kN/m2

測定に要した時間 min

B 値 4)

特記事項 1) 試料の採取方法，試料の状態（塊状，凍結，ときほぐされた）等を記載する。
2) トリミング法，負圧法の種別，凍結試料の場合は解凍方法等を記載する。
3) 必要に応じて記載する。
4) 圧密後　値=(     +    )/2  σB Δu u Δu l Δ

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

環廃委第2号 新ごみ処理場建設に係る地質調査業務

T2 (5.90～6.90m)

 2023年 8月 2日

鈴木 直文

二重負圧，脱気水，背圧

200

110

110

乱さない

ｶｯﾀｰﾘﾝｸﾞ法

2.772

1

9.95

4.97

1.693

0.637

2.95

0.035

189.84

9.92

19.14

326.50

1.720

0.612

50.0

49.6

5

0.99

2

9.98

4.98

1.704

0.627

2.34

0.025

191.77

9.96

19.25

330.77

1.725

0.607

50.1

49.7

5

0.99

3

9.99

4.97

1.726

0.606

2.29

0.025

191.89

9.97

19.25

335.28

1.747

0.587

50.1

49.4

5

0.99

4

9.97

4.97

1.703

0.628

2.41

0.019

191.11

9.95

19.21

329.51

1.724

0.608

49.9

49.5

5

0.99

（社）地盤工学会6761

y-aoki
kowa



J G S 0 5 4 1 土の繰返し非排水三軸試験（波形記録）

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

供 試 体 No.

試
験
条
件

背 圧 u b kN/m2

圧密応力 σ′c kN/m2

有効拘束圧 σ′0 kN/m2

載 荷 波 形

載 荷 周 波 数 f Hz

繰返し応力振幅比 σd /2σ′0

軸ひずみの両振幅

DA ≦1％ 1)

DA ＝1％

2％

5％

 ％

圧縮・伸張荷重の比 P C /P E 繰返し軸差応力σd kN/m
2 繰返し載荷回数 N c

過剰間隙水圧比95％のときの繰返し載荷回数 N u95

波形の連続記録 2)

特記事項 1)     =1％までの平均値DA
2) 繰返し軸差応力，軸ひずみ，

過剰間隙水圧比または，軸
荷重，軸変位，過剰間隙水
圧のいずれかを図示する。
または別途添付してよい。
必要に応じてセル圧の連続
記録も添える。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

環廃委第2号 新ごみ処理場建設に係る地質調査業務  2023年 8月 2日

T2 (5.90～6.90m) 鈴木 直文

1

200

110

110

正弦波

0.2

0.255

1.02

1.02

1.02

1.01

56.1

56.1

55.9

56.1

2.5

4.0

8.5

5.5

供試体初期状態 繰返し載荷後

経過時間 (秒)

繰
返

し
軸

差
応

力
 
σ

d
(
k
N
/
m

2
)

0 50 100 150

0

40

80

0

-40

-80

繰り返し軸差応力-時間

経過時間 (秒)

軸
ひ

ず
み

 
ε

a
(
%
)

0 50 100 150

0

10

20

0

-10

-20

軸ひずみ-時間

経過時間 (秒)

過
剰

間
隙

水
圧

比
 
⊿

u
/
σ

0
′

0 50 100 150

0.4

0.8

1.2

0.4

0.0

-0.4

過剰間隙水圧比-時間

△u/σ0′=0.95

（社）地盤工学会6762

y-aoki
kowa



J G S 0 5 4 1 土の繰返し非排水三軸試験（波形記録）

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

供 試 体 No.

試
験
条
件

背 圧 u b kN/m2

圧密応力 σ′c kN/m2

有効拘束圧 σ′0 kN/m2

載 荷 波 形

載 荷 周 波 数 f Hz

繰返し応力振幅比 σd /2σ′0

軸ひずみの両振幅

DA ≦1％ 1)

DA ＝1％

2％

5％

 ％

圧縮・伸張荷重の比 P C /P E 繰返し軸差応力σd kN/m
2 繰返し載荷回数 N c

過剰間隙水圧比95％のときの繰返し載荷回数 N u95

波形の連続記録 2)

特記事項 1)     =1％までの平均値DA
2) 繰返し軸差応力，軸ひずみ，

過剰間隙水圧比または，軸
荷重，軸変位，過剰間隙水
圧のいずれかを図示する。
または別途添付してよい。
必要に応じてセル圧の連続
記録も添える。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

環廃委第2号 新ごみ処理場建設に係る地質調査業務  2023年 8月 2日

T2 (5.90～6.90m) 鈴木 直文

2

200

110

110

正弦波

0.2

0.162

1.02

1.01

1.01

1.01

35.6

35.8

35.7

35.8

129

134

149

131

供試体初期状態 繰返し載荷後

経過時間 (秒)

繰
返

し
軸

差
応

力
 
σ

d
(
k
N
/
m

2
)

0 500 1000 1500

0

40

80

0

-40

-80

繰り返し軸差応力-時間

経過時間 (秒)

軸
ひ

ず
み

 
ε

a
(
%
)

0 500 1000 1500

0

10

20

0

-10

-20

軸ひずみ-時間

経過時間 (秒)

過
剰

間
隙

水
圧

比
 
⊿

u
/
σ

0
′

0 500 1000 1500

0.4

0.8

1.2

0.4

0.0

-0.4

過剰間隙水圧比-時間

△u/σ0′=0.95

（社）地盤工学会6762

y-aoki
kowa



J G S 0 5 4 1 土の繰返し非排水三軸試験（波形記録）

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

供 試 体 No.

試
験
条
件

背 圧 u b kN/m2

圧密応力 σ′c kN/m2

有効拘束圧 σ′0 kN/m2

載 荷 波 形

載 荷 周 波 数 f Hz

繰返し応力振幅比 σd /2σ′0

軸ひずみの両振幅

DA ≦1％ 1)

DA ＝1％

2％

5％

 ％

圧縮・伸張荷重の比 P C /P E 繰返し軸差応力σd kN/m
2 繰返し載荷回数 N c

過剰間隙水圧比95％のときの繰返し載荷回数 N u95

波形の連続記録 2)

特記事項 1)     =1％までの平均値DA
2) 繰返し軸差応力，軸ひずみ，

過剰間隙水圧比または，軸
荷重，軸変位，過剰間隙水
圧のいずれかを図示する。
または別途添付してよい。
必要に応じてセル圧の連続
記録も添える。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

環廃委第2号 新ごみ処理場建設に係る地質調査業務  2023年 8月 2日

T2 (5.90～6.90m) 鈴木 直文

3

200

110

110

正弦波

0.2

0.185

1.02

1.01

1.01

1.01

40.6

40.6

40.6

40.7

91

97

111

93

供試体初期状態 繰返し載荷後

経過時間 (秒)

繰
返

し
軸

差
応

力
 
σ

d
(
k
N
/
m

2
)

0 500 1000 1500

0

40

80

0

-40

-80

繰り返し軸差応力-時間

経過時間 (秒)

軸
ひ

ず
み

 
ε

a
(
%
)

0 500 1000 1500

0

10

20

0

-10

-20

軸ひずみ-時間

経過時間 (秒)

過
剰

間
隙

水
圧

比
 
⊿

u
/
σ

0
′

0 500 1000 1500

0.4

0.8

1.2

0.4

0.0

-0.4

過剰間隙水圧比-時間

△u/σ0′=0.95

（社）地盤工学会6762

y-aoki
kowa



J G S 0 5 4 1 土の繰返し非排水三軸試験（波形記録）

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

供 試 体 No.

試
験
条
件

背 圧 u b kN/m2

圧密応力 σ′c kN/m2

有効拘束圧 σ′0 kN/m2

載 荷 波 形

載 荷 周 波 数 f Hz

繰返し応力振幅比 σd /2σ′0

軸ひずみの両振幅

DA ≦1％ 1)

DA ＝1％

2％

5％

 ％

圧縮・伸張荷重の比 P C /P E 繰返し軸差応力σd kN/m
2 繰返し載荷回数 N c

過剰間隙水圧比95％のときの繰返し載荷回数 N u95

波形の連続記録 2)

特記事項 1)     =1％までの平均値DA
2) 繰返し軸差応力，軸ひずみ，

過剰間隙水圧比または，軸
荷重，軸変位，過剰間隙水
圧のいずれかを図示する。
または別途添付してよい。
必要に応じてセル圧の連続
記録も添える。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

環廃委第2号 新ごみ処理場建設に係る地質調査業務  2023年 8月 2日

T2 (5.90～6.90m) 鈴木 直文

4

200

110

110

正弦波

0.2

0.215

1.02

1.02

1.01

1.01

47.3

47.5

47.5

47.6

14

20

43

17

供試体初期状態 繰返し載荷後

経過時間 (秒)

繰
返

し
軸

差
応

力
 
σ

d
(
k
N
/
m

2
)

0 250 500 750

0

40

80

0

-40

-80

繰り返し軸差応力-時間

経過時間 (秒)

軸
ひ

ず
み

 
ε

a
(
%
)

0 250 500 750

0

10

20

0

-10

-20

軸ひずみ-時間

経過時間 (秒)

過
剰

間
隙

水
圧

比
 
⊿

u
/
σ

0
′

0 250 500 750

0.4

0.8

1.2

0.4

0.0

-0.4

過剰間隙水圧比-時間

△u/σ0′=0.95

（社）地盤工学会6762

y-aoki
kowa



J G S 0 5 4 1 土の繰返し非排水三軸試験 （応力比－繰返し回数）

調査件名 試験年月日

試料番号（深さ） 試 験 者

土 質 名 称

試
験
条
件

背 圧 u b kN/m2

圧 密 応 力 σ′c kN/m2

有 効 拘 束 圧 σ′0 kN/m2

載 荷 波 形

載 荷 周 波 数 f Hz

試
験
装
置

荷重計容量 N (位置)

載荷ピストン摩擦補正

間隙水圧測定経路体積変化 cm3/kN/m2

ゴ
ム
ス
リ
ー
ブ

材 質

厚 さ mm

ゴ ム ス リ ー ブ 貫 入 量

供 試 体 No.

乾 燥 密 度 ρdc g/cm3

間 隙 比 e c

相 対 密 度 D rc ％

繰 返 し 軸 差 応 力 σd kN/m2

繰 返 し 応 力 振 幅 比 σd /2σ′0

繰
返
し
載
荷
回
数

軸
ひ
ず
み
の
両
振
幅

DA = ○

△

□

◇

1％

2％

5％

 ％

過剰間隙水圧比 95％ N u95 ●

特記事項

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

環廃委第2号 新ごみ処理場建設に係る地質調査業務

T2 (5.90～6.90m)

 2023年 8月 2日

鈴木 直文

200

110

110

正弦波

0.2

2000(セルの内)

無

0.0001

ラテックス

0.3

補正無

1

1.720

0.612

56.1

0.255

2.5

4.0

8.5

5.5

2

1.725

0.607

35.6

0.162

129

134

149

131

3

1.747

0.587

40.6

0.185

91

97

111

93

4

1.724

0.608

47.3

0.215

14

20

43

17

繰返し載荷回数   Nc

繰
返

し
応

力
振

幅
比

 
σ

d
/
2
σ

′ 0

繰返し応力振幅比-繰返し載荷回数

0.1 11 1010 100100 1000
0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

Nc=20

RL20=0.230

（社）地盤工学会6763

y-aoki
kowa



土 質 試 験 結 果 一 覧 表 （基礎地盤）

調査件名 整理年月日

整理担当者

試 料 番 号

（ ）深 さ

一

般

湿 潤 密 度

乾 燥 密 度

土粒子の密度

自然含水比

間 隙 比

飽 和 度

粒

度

石 分

礫 分

砂 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
特
性

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

分

類

地盤材料の

分 類 名

分 類 記 号

圧

密

試 験 方 法

圧 縮 指 数

圧密降伏応力

一

軸

圧

縮

せ

ん

断

試 験 条 件

全 応 力

有効応力

ρt

ρd

ρs

w n

ｅ

Ｓr

g/cm3

g/cm3

g/cm3

％

％

（７５ｍｍ以上）

（２～７５ｍｍ）

（０．０７５～２ｍｍ）

（０．００５～０．０７５ｍｍ）

（０．００５ｍｍ未満）

Ｕc

％

％1)

％1)

％1)

％1)

mm

w L

w p

Ｉp

％

％

Ｃc

ｐc kN/m2

ｃ

φ

ｃ′

φ′

kN/m2

°

kN/m2

°

特記事項 1) 石分を除いた75mm未満の土質材料

に対する百分率で表す。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

環廃委第2号　新ごみ処理場建設に係る地質調査業務  2023年 8月 29日

鈴木　直文

P1-1

(1.15～1.47m)

2.73

6.5

0.5

96.8

2.7

2.18

1.07

9.5

分級された砂

(SP)

P1-2

(2.15～2.45m)

2.73

8.4

0.1

96.8

3.1

2.16

1.14

4.75

分級された砂

(SP)

P1-3

(3.15～3.45m)

2.71

7.8

0.1

96.5

3.4

1.97

1.09

4.75

分級された砂

(SP)

P1-4

(4.15～4.45m)

2.73

18.5

0.0

94.4

5.6

2.34

1.20

2

細粒分まじり砂

(S-F)

P1-5

(6.15～6.45m)

2.75

18.4

0.4

95.2

4.4

2.44

1.22

9.5

分級された砂

(SP)

P1-6

(7.15～7.46m)

2.67

48.3

0.0

3.7

23.7

72.6

※-

-

0.850

90.4

35.4

55.0

粘土

(CH)

（高液性限界）

曲 率 係 数 Ｕc′

一軸圧縮強さ q u

破壊ひずみ εf

kN/m2

％

※算出する際に必要な有効粒径が求められなかった。



土 質 試 験 結 果 一 覧 表 （基礎地盤）

調査件名 整理年月日

整理担当者

試 料 番 号

（ ）深 さ

一

般

湿 潤 密 度

乾 燥 密 度

土粒子の密度

自然含水比

間 隙 比

飽 和 度

粒

度

石 分

礫 分

砂 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
特
性

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

分

類

地盤材料の

分 類 名

分 類 記 号

圧

密

試 験 方 法

圧 縮 指 数

圧密降伏応力

一

軸

圧

縮

せ

ん

断

試 験 条 件

全 応 力

有効応力

ρt

ρd

ρs

w n

ｅ

Ｓr

g/cm3

g/cm3

g/cm3

％

％

（７５ｍｍ以上）

（２～７５ｍｍ）

（０．０７５～２ｍｍ）

（０．００５～０．０７５ｍｍ）

（０．００５ｍｍ未満）

Ｕc

％

％1)

％1)

％1)

％1)

mm

w L

w p

Ｉp

％

％

Ｃc

ｐc kN/m2

ｃ

φ

ｃ′

φ′

kN/m2

°

kN/m2

°

特記事項 1) 石分を除いた75mm未満の土質材料

に対する百分率で表す。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

環廃委第2号　新ごみ処理場建設に係る地質調査業務  2023年 8月 29日

鈴木　直文

P1-7

(8.15～8.47m)

2.66

48.4

0.0

6.3

40.6

53.1

※-

-

0.850

81.1

30.8

50.3

砂まじり粘土

(CH-S)

（高液性限界）

P1-8

(9.15～9.46m)

2.58

65.6

0.0

8.7

30.5

60.8

※-

-

0.850

110.3

44.2

66.1

砂まじり粘土

(CH-S)

（高液性限界）

P1-9

(10.15～10.46m)

2.65

46.9

0.0

1.2

58.4

40.4

※-

-

0.425

72.4

27.8

44.6

粘土

(CH)

（高液性限界）

曲 率 係 数 Ｕc′

一軸圧縮強さ q u

破壊ひずみ εf

kN/m2

％

※算出する際に必要な有効粒径が求められなかった。

y-aoki
kowa



   J I S A 1 2 0 3

J G S 0 1 2 1 土 の 含 水 比 試 験

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

w＝
m a － m b

m b － m c

×100
m a

m b

m c

：(試料＋容器)質量

：(炉乾燥試料＋容器)質量

：容器質量

環廃委第2号　新ごみ処理場建設に係る地質調査業務  2023年 8月 17日

青木　由佳子

6.5

P1-1 (1.15～1.47m)

37

187.00

178.48

50.11

6.6

51

194.07

185.47

50.35

6.4

130

177.98

170.25

49.72

6.4

8.4

P1-2 (2.15～2.45m)

123

195.01

183.80

50.24

8.4

26

210.39

197.99

49.83

8.4

21

191.79

180.84

49.15

8.3

7.8

P1-3 (3.15～3.45m)

101

176.65

167.62

49.91

7.7

55

181.88

172.13

49.75

8.0

97

178.26

168.92

49.87

7.8

18.5

P1-4 (4.15～4.45m)

145

230.56

202.23

49.54

18.6

92

221.89

194.84

49.65

18.6

179

226.36

198.84

49.58

18.4

18.4

P1-5 (6.15～6.45m)

214

153.04

136.01

43.76

18.5

27

158.38

141.28

49.50

18.6

134

169.86

151.48

50.30

18.2

48.3

P1-6 (7.15～7.46m)

731

81.04

64.65

30.04

47.4

738

84.00

66.36

30.01

48.5

629

80.90

63.45

27.73

48.9

48.4

P1-7 (8.15～8.47m)

733

86.69

68.03

29.73

48.7

619

84.52

65.95

27.80

48.7

732

85.25

67.41

30.00

47.7

65.6

P1-8 (9.15～9.46m)

688

92.91

68.14

29.90

64.8

602

90.13

65.13

27.66

66.7

636

88.34

64.70

28.49

65.3

46.9

P1-9 (10.15～10.46m)

646

90.15

70.90

30.16

47.3

621

93.20

72.45

28.08

46.8

664

90.12

71.00

29.85

46.5

y-aoki
kowa



   J I S A 1 2 0 2

J G S 0 1 1 1
土 粒 子 の 密 度 試 験 （測定）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

特記事項
1) ピクノメーターの検定結果から求める。

ρs ＝
m s

m s ＋( )m a －m b

×ρw( T )

環廃委第2号　新ごみ処理場建設に係る地質調査業務  2023年 8月 17日

青木　由佳子

P1-1 (1.15～1.47m)

130

100.729

21.0

0.99799

89.434

55

104.904

87.084

17.820

2.726

131

104.911

21.0

0.99799

91.414

148

122.708

101.487

21.221

2.742

2.73

134

103.985

21.0

0.99799

91.176

150

120.609

100.440

20.169

2.735

P1-2 (2.15～2.45m)

136

102.355

21.0

0.99799

91.241

145

117.675

100.183

17.492

2.737

137

103.746

21.0

0.99799

90.441

158

119.470

98.539

20.931

2.739

2.73

138

102.801

21.0

0.99799

90.800

13

109.943

91.015

18.928

2.727

P1-3 (3.15～3.45m)

139

107.331

21.0

0.99799

93.703

42

125.655

104.102

21.553

2.714

140

106.471

21.0

0.99799

91.746

31

122.562

99.221

23.341

2.704

2.71

141

102.846

21.0

0.99799

89.723

155

122.032

101.222

20.810

2.702

P1-4 (4.15～4.45m)

144

102.866

21.0

0.99799

89.732

47

121.333

100.657

20.676

2.736

146

102.877

21.0

0.99799

90.221

153

119.430

99.477

19.953

2.729

2.73

148

100.512

21.0

0.99799

89.182

60

107.348

89.497

17.851

2.732

P1-5 (6.15～6.45m)

149

103.760

21.0

0.99799

90.659

160

120.269

99.680

20.589

2.744

150

100.944

21.0

0.99799

89.178

57

106.148

87.714

18.434

2.759

2.75

151

103.039

21.0

0.99799

91.514

30

113.449

95.375

18.074

2.754

P1-6 (7.15～7.46m)

152

95.882

21.0

0.99799

89.533

19

99.849

89.721

10.128

2.675

153

96.271

21.0

0.99799

89.738

70

104.183

93.763

10.420

2.675

2.67

154

99.179

21.0

0.99799

91.496

156

111.857

99.588

12.269

2.670

y-aoki
kowa



   J I S A 1 2 0 2

J G S 0 1 1 1
土 粒 子 の 密 度 試 験 （測定）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

特記事項
1) ピクノメーターの検定結果から求める。

ρs ＝
m s

m s ＋( )m a －m b

×ρw( T )

環廃委第2号　新ごみ処理場建設に係る地質調査業務  2023年 8月 17日

青木　由佳子

P1-7 (8.15～8.47m)

157

97.773

21.0

0.99799

90.388

143

112.551

100.738

11.813

2.662

159

100.477

21.0

0.99799

92.315

141

99.060

85.998

13.062

2.660

2.66

160

99.960

21.0

0.99799

91.621

151

113.130

99.776

13.354

2.657

P1-8 (9.15～9.46m)

2

96.685

21.0

0.99799

91.538

66

93.897

85.508

8.389

2.582

4

96.320

21.0

0.99799

91.291

142

95.209

87.000

8.209

2.576

2.58

28

95.926

21.0

0.99799

90.260

32

106.525

97.291

9.234

2.583

P1-9 (10.15～10.46m)

32

100.712

21.0

0.99799

92.476

72

108.436

95.244

13.192

2.656

34

102.273

21.0

0.99799

94.947

75

107.121

95.364

11.757

2.648

2.65

35

99.259

21.0

0.99799

92.191

35

113.238

101.880

11.358

2.642

y-aoki
kowa



   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ 20 mm

環廃委第2号　新ごみ処理場建設に係る地質調査業務  2023年 8月 18日

青木　由佳子

P1-1

(1.15～1.47m)

100.0

99.8

99.5

93.7

54.2

16.2

3.2

2.7

P1-2

(2.15～2.45m)

100.0

99.9

97.1

64.7

19.8

3.9

3.1

P1-1

(1.15～1.47m)

-

0.2

0.3

5.8

77.5

13.5

2.7

99.5

54.2

2.7

9.5

0.4547

0.4059

0.3193

0.2088

2.18

1.07

-

-

0.2709

P1-2

(2.15～2.45m)

-

-

0.1

2.8

77.3

16.7

3.1

99.9

64.7

3.1

4.75

0.4038

0.3630

0.2938

0.1873

2.16

1.14

-

-

0.2511

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

P1-1
P1-2

y-aoki
kowa



   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ 20 mm

環廃委第2号　新ごみ処理場建設に係る地質調査業務  2023年 8月 18日

青木　由佳子

P1-3

(3.15～3.45m)

100.0

99.9

96.8

62.9

16.2

4.0

3.4

P1-4

(4.15～4.45m)

100.0

97.9

67.1

22.6

6.8

5.6

P1-3

(3.15～3.45m)

-

-

0.1

3.1

80.6

12.8

3.4

99.9

62.9

3.4

4.75

0.4134

0.3758

0.3080

0.2099

1.97

1.09

-

-

0.2681

P1-4

(4.15～4.45m)

-

-

-

2.1

75.3

17.0

5.6

100.0

67.1

5.6

2

0.3951

0.3576

0.2825

0.1688

2.34

1.20

-

-

0.2370

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

P1-3
P1-4

y-aoki
kowa



   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ 20 mm

環廃委第2号　新ごみ処理場建設に係る地質調査業務  2023年 8月 18日

青木　由佳子

P1-5

(6.15～6.45m)

100.0

99.9

99.6

95.0

55.0

17.3

5.5

4.4

P1-6

(7.15～7.46m)

100.0

99.7

98.5

96.7

96.3

0.0373 95.7

0.0265 94.5

0.0169 91.9

0.0100 86.7

0.0072 81.5

0.0052 73.7

0.0028 55.6

0.0012 34.9

P1-5

(6.15～6.45m)

-

0.1

0.3

4.6

77.7

12.9

4.4

99.6

55.0

4.4

9.5

0.4510

0.4033

0.3189

0.1845

2.44

1.22

-

-

0.2669

P1-6

(7.15～7.46m)

-

-

-

-

1.5

2.2

23.7

72.6

100.0

99.7

96.3

0.850

0.0033

0.0023

-

-

-

-

2.67

ヘキサメタ燐酸ナトリウム

4% ，10ml

-

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

P1-5
P1-6

y-aoki
kowa



   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ 20 mm

環廃委第2号　新ごみ処理場建設に係る地質調査業務  2023年 8月 18日

青木　由佳子

P1-7

(8.15～8.47m)

100.0

99.8

99.7

96.4

93.7

0.0390 88.2

0.0280 84.1

0.0180 78.7

0.0107 69.2

0.0077 62.4

0.0056 55.6

0.0029 42.1

0.0012 29.8

P1-8

(9.15～9.46m)

100.0

99.8

97.4

92.5

91.3

0.0429 88.4

0.0305 86.8

0.0195 83.6

0.0114 77.2

0.0082 70.7

0.0059 64.3

0.0030 49.8

0.0013 37.0

P1-7

(8.15～8.47m)

-

-

-

-

0.3

6.0

40.6

53.1

100.0

99.8

93.7

0.850

0.0069

0.0043

0.0012

-

-

-

2.66

ヘキサメタ燐酸ナトリウム

4% ，10ml

-

P1-8

(9.15～9.46m)

-

-

-

-

2.6

6.1

30.5

60.8

100.0

99.8

91.3

0.850

0.0048

0.0030

-

-

-

-

2.58

ヘキサメタ燐酸ナトリウム

4% ，10ml

-

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

P1-7
P1-8

y-aoki
kowa



   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ 20 mm

環廃委第2号　新ごみ処理場建設に係る地質調査業務  2023年 8月 18日

青木　由佳子

P1-9

(10.15～10.46m)

100.0

99.8

99.5

98.8

0.0394 95.8

0.0284 90.2

0.0187 78.9

0.0112 64.8

0.0082 54.9

0.0059 45.1

0.0031 31.0

0.0013 22.5

P1-9

(10.15～10.46m)

-

-

-

-

0.2

1.0

58.4

40.4

100.0

100.0

98.8

0.425

0.0096

0.0070

0.0029

-

-

-

2.65

ヘキサメタ燐酸ナトリウム

4% ，10ml

-

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

P1-9

y-aoki
kowa



   J I S A 1 2 0 5

J G S 0 1 4 1
土の液性限界・塑性限界試験（測定）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号（深さ）

試料番号（深さ）

液 性 限 界 試 験

塑 性 限 界 試 験

液 性 限 界 試 験

塑 性 限 界 試 験

落 下 回 数

落 下 回 数

含
水

比
w

（
％

）

落 下 回 数

落 下 回 数

落 下 回 数

含
水

比
w

（
％
）

落 下 回 数

含

水

比

容 器 No.

m a

m b

m c

w

g

g

g

％

含

水

比

容 器 No.

m a

m b

m c

w

g

g

g

％

含

水

比

容 器 No.

m a

m b

m c

w

g

g

g

％

含

水

比

容 器 No.

m a

m b

m c

w

g

g

g

％

含

水

比

容 器 No.

m a

m b

m c

w

g

g

g

％

含

水

比

容 器 No.

m a

m b

m c

w

g

g

g

％

液性限界 w L ％ 塑性限界 w p ％ 塑性指数 I p

液性限界 w L ％ 塑性限界 w p ％ 塑性指数 I p

特記事項

環廃委第2号　新ごみ処理場建設に係る地質調査業務  2023年 8月 21日

青木　由佳子

P1-6 (7.15～7.46m)

39

660

20.63

19.30

17.77

86.9

32

548

21.30

19.76

18.02

88.5

26

608

20.50

18.86

17.04

90.1

21

575

21.84

19.79

17.56

91.9

12

633

21.64

19.75

17.78

95.9

7

504

22.26

19.62

16.98

100.0

614

20.14

19.40

17.32

35.6

658

21.13

20.29

17.89

35.0

625

20.95

20.16

17.95

35.7

90.4 35.4 55.0

P1-7 (8.15～8.47m)

39

657

21.39

19.88

17.92

77.0

32

565

20.39

19.08

17.42

78.9

27

577

21.23

19.56

17.49

80.7

20

560

20.15

18.87

17.33

83.1

13

600

21.50

19.70

17.63

87.0

7

695

20.73

19.45

18.06

92.1

554

21.93

21.00

18.02

31.2

667

20.94

20.28

18.10

30.3

567

20.41

19.67

17.28

31.0

81.1 30.8 50.3

流動曲線

5 10 15 20 25 30 40 50
75
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125

流動曲線

5 10 15 20 25 30 40 50
65
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y-aoki
kowa



   J I S A 1 2 0 5

J G S 0 1 4 1
土の液性限界・塑性限界試験（測定）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号（深さ）

試料番号（深さ）

液 性 限 界 試 験

塑 性 限 界 試 験

液 性 限 界 試 験

塑 性 限 界 試 験

落 下 回 数

落 下 回 数

含
水

比
w

（
％

）

落 下 回 数

落 下 回 数

落 下 回 数

含
水

比
w

（
％
）

落 下 回 数

含

水

比

容 器 No.

m a

m b

m c

w

g

g

g

％

含

水

比

容 器 No.

m a

m b

m c

w

g

g

g

％

含

水

比

容 器 No.

m a

m b

m c

w

g

g

g

％

含

水

比

容 器 No.

m a

m b

m c

w

g

g

g

％

含

水

比

容 器 No.

m a

m b

m c

w

g

g

g

％

含

水

比

容 器 No.

m a

m b

m c

w

g

g

g

％

液性限界 w L ％ 塑性限界 w p ％ 塑性指数 I p

液性限界 w L ％ 塑性限界 w p ％ 塑性指数 I p

特記事項

環廃委第2号　新ごみ処理場建設に係る地質調査業務  2023年 8月 21日

青木　由佳子

P1-8 (9.15～9.46m)

43

688

20.46

18.83

17.28

105.2

35

581

20.16

18.57

17.09

107.4

27

546

20.58

18.87

17.31

109.6

19

692

20.51

18.83

17.34

112.8

13

664

21.30

19.41

17.78

116.0

8

586

22.10

19.51

17.36

120.5

669

20.59

19.58

17.31

44.5

599

21.27

20.26

17.95

43.7

653

21.07

20.01

17.63

44.5

110.3 44.2 66.1

P1-9 (10.15～10.46m)

43

657

23.80

21.39

17.93

69.7

37

602

21.77

20.20

17.97

70.4

31

558

21.01

19.71

17.89

71.4

22

553

20.80

19.39

17.46

73.1

14

659

20.68

19.46

17.84

75.3

9

523

20.54

19.10

17.24

77.4

698

19.92

19.35

17.32

28.1

543

21.12

20.42

17.85

27.2

563

19.70

19.20

17.42

28.1

72.4 27.8 44.6

流動曲線

5 10 15 20 25 30 40 50
95

100

105

110

115

120

125

130

135

140

145

流動曲線

5 10 15 20 25 30 40 50
65

67

69

71

73

75

77

79

81

83

85
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土 質 試 験 結 果 一 覧 表 （基礎地盤）

調査件名 整理年月日

整理担当者

試 料 番 号

（ ）深 さ

一

般

湿 潤 密 度

乾 燥 密 度

土粒子の密度

自然含水比

間 隙 比

飽 和 度

粒

度

石 分

礫 分

砂 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
特
性

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

分

類

地盤材料の

分 類 名

分 類 記 号

圧

密

試 験 方 法

圧 縮 指 数

圧密降伏応力

一

軸

圧

縮

せ

ん

断

試 験 条 件

全 応 力

有効応力

ρt

ρd

ρs

w n

ｅ

Ｓr

g/cm3

g/cm3

g/cm3

％

％

（７５ｍｍ以上）

（２～７５ｍｍ）

（０．０７５～２ｍｍ）

（０．００５～０．０７５ｍｍ）

（０．００５ｍｍ未満）

Ｕc

％

％1)

％1)

％1)

％1)

mm

w L

w p

Ｉp

％

％

Ｃc

ｐc kN/m2

ｃ

φ

ｃ′

φ′

kN/m2

°

kN/m2

°

特記事項 1) 石分を除いた75mm未満の土質材料

に対する百分率で表す。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

環廃委第2号　新ごみ処理場建設に係る地質調査業務  2023年 8月 29日

鈴木　直文

P2-1

(2.15～2.45m)

2.74

6.1

0.2

96.4

3.4

2.23

1.18

9.5

分級された砂

(SP)

P2-2

(3.15～3.45m)

2.75

7.3

0.1

96.9

3.0

2.12

1.13

4.75

分級された砂

(SP)

P2-3

(4.15～4.45m)

2.73

6.1

0.1

94.7

5.2

2.44

1.29

4.75

細粒分まじり砂

(S-F)

P2-4

(5.15～5.45m)

2.76

15.4

0.0

91.2

8.8

4.35

1.78

2

細粒分まじり砂

(S-F)

P2-5

(7.15～7.45m)

2.73

30.2

0.0

37.9

28.5

33.6

※-

-

0.850

45.4

24.3

21.1

砂質粘土

(CLS)

（低液性限界）

P2-6

(8.15～8.45m)

2.70

48.0

0.0

1.9

38.2

59.9

※-

-

0.850

85.9

33.7

52.2

粘土

(CH)

（高液性限界）

曲 率 係 数 Ｕc′

一軸圧縮強さ q u

破壊ひずみ εf

kN/m2

％

※算出する際に必要な有効粒径が求められなかった。

y-aoki
kowa



土 質 試 験 結 果 一 覧 表 （基礎地盤）

調査件名 整理年月日

整理担当者

試 料 番 号

（ ）深 さ

一

般

湿 潤 密 度

乾 燥 密 度

土粒子の密度

自然含水比

間 隙 比

飽 和 度

粒

度

石 分

礫 分

砂 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
特
性

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

分

類

地盤材料の

分 類 名

分 類 記 号

圧

密

試 験 方 法

圧 縮 指 数

圧密降伏応力

一

軸

圧

縮

せ

ん

断

試 験 条 件

全 応 力

有効応力

ρt

ρd

ρs

w n

ｅ

Ｓr

g/cm3

g/cm3

g/cm3

％

％

（７５ｍｍ以上）

（２～７５ｍｍ）

（０．０７５～２ｍｍ）

（０．００５～０．０７５ｍｍ）

（０．００５ｍｍ未満）

Ｕc

％

％1)

％1)

％1)

％1)

mm

w L

w p

Ｉp

％

％

Ｃc

ｐc kN/m2

ｃ

φ

ｃ′

φ′

kN/m2

°

kN/m2

°

特記事項 1) 石分を除いた75mm未満の土質材料

に対する百分率で表す。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

環廃委第2号　新ごみ処理場建設に係る地質調査業務  2023年 8月 29日

鈴木　直文

P2-7

(9.15～9.47m)

2.66

54.6

0.0

0.9

42.3

56.8

※-

-

0.850

90.9

32.7

58.2

粘土

(CH)

（高液性限界）

P2-8

(10.15～10.45m)

2.74

47.1

0.0

14.6

27.6

57.8

※-

-

2

97.6

31.2

66.4

砂まじり粘土

(CH-S)

（高液性限界）

曲 率 係 数 Ｕc′

一軸圧縮強さ q u

破壊ひずみ εf

kN/m2

％

※算出する際に必要な有効粒径が求められなかった。
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   J I S A 1 2 0 3

J G S 0 1 2 1 土 の 含 水 比 試 験

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

試料番号（深さ）

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平 均 値 w ％

特 記 事 項

w＝
m a － m b

m b － m c

×100
m a

m b

m c

：(試料＋容器)質量

：(炉乾燥試料＋容器)質量

：容器質量

環廃委第2号　新ごみ処理場建設に係る地質調査業務  2023年 8月 18日

青木　由佳子

6.1

P2-1 (2.15～2.45m)

211

132.55

127.40

43.66

6.1

156

139.96

134.68

49.90

6.2

229

131.66

126.63

44.78

6.1

7.3

P2-2 (3.15～3.45m)

180

164.39

156.57

49.39

7.3

175

162.79

155.02

49.76

7.4

114

156.06

149.02

49.37

7.1

6.1

P2-3 (4.15～4.45m)

13

147.08

141.70

49.92

5.9

94

146.22

140.53

49.98

6.3

187

150.44

144.61

49.72

6.1

15.4

P2-4 (5.15～5.45m)

83

181.54

164.07

49.39

15.2

30

173.70

157.01

49.59

15.5

20

184.49

166.55

49.77

15.4

30.2

P2-5 (7.15～7.45m)

730

81.45

69.82

29.93

29.2

666

80.47

68.03

29.71

32.5

719

81.68

70.13

30.15

28.9

48.0

P2-6 (8.15～8.45m)

672

65.53

53.95

30.17

48.7

714

69.67

57.01

29.78

46.5

699

68.81

56.06

29.96

48.9

54.6

P2-7 (9.15～9.47m)

687

80.57

62.78

30.42

55.0

642

83.07

64.49

29.85

53.6

676

81.99

63.55

30.14

55.2

47.1

P2-8 (10.15～10.45m)

608

74.08

59.23

28.12

47.7

611

73.61

58.58

27.73

48.7

721

74.92

60.99

29.99

44.9

y-aoki
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   J I S A 1 2 0 2

J G S 0 1 1 1
土 粒 子 の 密 度 試 験 （測定）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

特記事項
1) ピクノメーターの検定結果から求める。

ρs ＝
m s

m s ＋( )m a －m b

×ρw( T )

環廃委第2号　新ごみ処理場建設に係る地質調査業務  2023年 8月 18日

青木　由佳子

P2-1 (2.15～2.45m)

139

102.029

23.0

0.99754

93.677

27

114.445

101.315

13.130

2.741

140

101.766

23.0

0.99754

91.719

39

107.489

91.727

15.762

2.751

2.74

141

97.282

23.0

0.99754

89.698

152

112.459

100.528

11.931

2.738

P2-2 (3.15～3.45m)

144

102.129

23.0

0.99754

89.705

62

122.221

102.692

19.529

2.742

146

104.253

23.0

0.99754

90.195

52

109.690

87.626

22.064

2.749

2.75

148

100.635

23.0

0.99754

89.156

50

105.391

87.381

18.010

2.751

P2-3 (4.15～4.45m)

149

102.654

23.0

0.99754

90.633

144

118.234

99.267

18.967

2.724

150

99.993

23.0

0.99754

89.153

5

118.228

101.161

17.067

2.734

2.73

151

104.116

23.0

0.99754

91.489

161

119.650

99.719

19.931

2.722

P2-4 (5.15～5.45m)

152

102.930

23.0

0.99754

89.506

157

122.303

101.252

21.051

2.753

153

101.975

23.0

0.99754

89.713

33

119.456

100.267

19.189

2.763

2.76

154

103.334

23.0

0.99754

91.471

162

119.385

100.766

18.619

2.749

P2-5 (7.15～7.45m)

157

99.292

23.0

0.99754

90.362

71

108.994

94.914

14.080

2.727

159

101.249

23.0

0.99754

92.288

49

101.598

87.499

14.099

2.737

2.73

160

100.127

23.0

0.99754

91.594

53

97.856

84.434

13.422

2.739

P2-6 (8.15～8.45m)

2

99.680

23.0

0.99754

91.511

4

112.928

99.981

12.947

2.703

4

98.893

23.0

0.99754

91.264

9

113.386

101.301

12.085

2.705

2.70

28

97.512

23.0

0.99754

90.234

48

98.204

86.648

11.556

2.695

y-aoki
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   J I S A 1 2 0 2

J G S 0 1 1 1
土 粒 子 の 密 度 試 験 （測定）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

試 料 番 号 ( 深  さ )

ピ ク ノ メ ー タ ー No.

(試料＋蒸留水＋ピクノメーター)の質量 m b g

m bをはかったときの内容物の温度 T ℃

T℃における蒸留水の密度 ρw( T )g/cm3

温度T℃の蒸留水を満たしたときの
(蒸留水＋ピクノメーター)質量 m a g

1)

試 料 の

炉乾燥質量

容 器 No.

(炉乾燥試料＋容器)質量g

容 器 質 量 g

m s g

土 粒 子 の 密 度 ρs g/cm3

平 均 値 ρs g/cm3

特記事項
1) ピクノメーターの検定結果から求める。

ρs ＝
m s

m s ＋( )m a －m b

×ρw( T )

環廃委第2号　新ごみ処理場建設に係る地質調査業務  2023年 8月 18日

青木　由佳子

P2-7 (9.15～9.47m)

32

99.293

23.0

0.99754

92.450

154

111.506

100.574

10.932

2.667

34

100.945

23.0

0.99754

94.921

67

95.583

85.943

9.640

2.659

2.66

35

99.424

23.0

0.99754

92.164

46

111.715

100.099

11.616

2.660

P2-8 (10.15～10.45m)

36

96.806

23.0

0.99754

89.623

74

105.679

94.395

11.284

2.745

42

98.553

23.0

0.99754

92.496

76

103.290

93.742

9.548

2.728

2.74

43

97.807

23.0

0.99754

91.280

131

95.098

84.823

10.275

2.735

y-aoki
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   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ 20 mm

環廃委第2号　新ごみ処理場建設に係る地質調査業務  2023年 8月 21日

青木　由佳子

P2-1

(2.15～2.45m)

100.0

99.9

99.8

95.2

64.7

20.0

4.2

3.4

P2-2

(3.15～3.45m)

100.0

99.9

96.8

63.2

17.9

3.7

3.0

P2-1

(2.15～2.45m)

-

0.1

0.1

4.6

75.2

16.6

3.4

99.8

64.7

3.4

9.5

0.4052

0.3664

0.2953

0.1819

2.23

1.18

-

-

0.2500

P2-2

(3.15～3.45m)

-

-

0.1

3.1

78.9

14.9

3.0

99.9

63.2

3.0

4.75

0.4112

0.3709

0.2999

0.1942

2.12

1.13

-

-

0.2596

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

P2-1
P2-2

y-aoki
kowa



   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ 20 mm

環廃委第2号　新ごみ処理場建設に係る地質調査業務  2023年 8月 21日

青木　由佳子

P2-3

(4.15～4.45m)

100.0

99.9

96.5

63.1

19.2

6.2

5.2

P2-4

(5.15～5.45m)

100.0

95.7

60.3

26.5

10.4

8.8

P2-3

(4.15～4.45m)

-

-

0.1

3.4

77.3

14.0

5.2

99.9

63.1

5.2

4.75

0.4116

0.3713

0.2994

0.1685

2.44

1.29

-

-

0.2543

P2-4

(5.15～5.45m)

-

-

-

4.3

69.2

17.7

8.8

100.0

60.3

8.8

2

0.4233

0.3705

0.2707

0.0973

4.35

1.78

-

-

0.2070

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

P2-3
P2-4

y-aoki
kowa



   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ 20 mm

環廃委第2号　新ごみ処理場建設に係る地質調査業務  2023年 8月 21日

青木　由佳子

P2-5

(7.15～7.45m)

100.0

97.8

83.9

65.8

62.1

0.0413 57.0

0.0296 53.4

0.0190 48.5

0.0112 42.4

0.0080 38.8

0.0057 35.2

0.0029 26.7

0.0012 18.2

P2-6

(8.15～8.45m)

100.0

99.8

99.5

98.6

98.1

0.0362 95.6

0.0258 93.1

0.0167 88.1

0.0100 78.0

0.0073 70.5

0.0053 61.6

0.0028 44.0

0.0012 28.9

P2-5

(7.15～7.45m)

-

-

-

-

16.1

21.8

28.5

33.6

100.0

97.8

62.1

0.850

0.0584

0.0218

0.0038

-

-

-

2.73

ヘキサメタ燐酸ナトリウム

4% ，10ml

0.0015

P2-6

(8.15～8.45m)

-

-

-

-

0.5

1.4

38.2

59.9

100.0

99.8

98.1

0.850

0.0050

0.0035

0.0013

-

-

-

2.70

ヘキサメタ燐酸ナトリウム

4% ，10ml

-

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

P2-5
P2-6

y-aoki
kowa



   J I S A 1 2 0 4

J G S 0 1 3 1
土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 Ｄ 20 mm

環廃委第2号　新ごみ処理場建設に係る地質調査業務  2023年 8月 21日

青木　由佳子

P2-7

(9.15～9.47m)

100.0

99.8

99.6

99.4

99.1

0.0392 95.8

0.0280 92.8

0.0180 86.8

0.0107 76.3

0.0077 68.8

0.0056 59.9

0.0029 43.4

0.0012 26.9

P2-8

(10.15～10.45m)

100.0

99.6

98.9

95.5

87.6

85.4

0.0393 81.8

0.0280 79.0

0.0180 74.8

0.0105 69.1

0.0075 64.9

0.0054 59.3

0.0028 48.0

0.0011 38.1

P2-7

(9.15～9.47m)

-

-

-

-

0.4

0.5

42.3

56.8

100.0

99.8

99.1

0.850

0.0056

0.0038

0.0015

-

-

-

2.66

ヘキサメタ燐酸ナトリウム

20% ，10ml

-

P2-8

(10.15～10.45m)

-

-

-

0.4

4.1

10.1

27.6

57.8

100.0

98.9

85.4

2

0.0056

0.0032

-

-

-

-

2.74

ヘキサメタ燐酸ナトリウム

4% ，10ml

-

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

P2-7
P2-8

y-aoki
kowa



   J I S A 1 2 0 5

J G S 0 1 4 1
土の液性限界・塑性限界試験（測定）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号（深さ）

試料番号（深さ）

液 性 限 界 試 験

塑 性 限 界 試 験

液 性 限 界 試 験

塑 性 限 界 試 験

落 下 回 数

落 下 回 数

含
水

比
w

（
％

）

落 下 回 数

落 下 回 数

落 下 回 数

含
水

比
w

（
％
）

落 下 回 数

含

水

比

容 器 No.

m a

m b

m c

w

g

g

g

％

含

水

比

容 器 No.

m a

m b

m c

w

g

g

g

％

含

水

比

容 器 No.

m a

m b

m c

w

g

g

g

％

含

水

比

容 器 No.

m a

m b

m c

w

g

g

g

％

含

水

比

容 器 No.

m a

m b

m c

w

g

g

g

％

含

水

比

容 器 No.

m a

m b

m c

w

g

g

g

％

液性限界 w L ％ 塑性限界 w p ％ 塑性指数 I p

液性限界 w L ％ 塑性限界 w p ％ 塑性指数 I p

特記事項

環廃委第2号　新ごみ処理場建設に係る地質調査業務  2023年 8月 22日

青木　由佳子

P2-5 (7.15～7.45m)

43

687

21.11

20.08

17.66

42.6

36

565

23.65

21.76

17.42

43.5

30

593

20.68

19.74

17.62

44.3

22

654

21.08

19.83

17.12

46.1

15

672

22.39

20.97

18.02

48.1

10

647

20.95

19.88

17.74

50.0

547

20.99

20.28

17.32

24.0

557

22.14

21.28

17.79

24.6

561

21.47

20.64

17.24

24.4

45.4 24.3 21.1

P2-6 (8.15～8.45m)

43

575

22.09

20.05

17.55

81.6

38

526

21.38

19.77

17.82

82.6

29

582

19.34

18.53

17.57

84.4

21

503

20.63

19.20

17.56

87.2

13

569

20.07

18.68

17.16

91.4

7

531

20.82

19.09

17.30

96.6

504

20.05

19.28

16.96

33.2

636

20.61

19.83

17.52

33.8

631

20.45

19.70

17.50

34.1

85.9 33.7 52.2

流動曲線

5 10 15 20 25 30 40 50
40

42

44

46

48

50

52

54

56

58

60

流動曲線

5 10 15 20 25 30 40 50
75

80
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90
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100
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115

120

125

y-aoki
kowa



   J I S A 1 2 0 5

J G S 0 1 4 1
土の液性限界・塑性限界試験（測定）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号（深さ）

試料番号（深さ）

液 性 限 界 試 験

塑 性 限 界 試 験

液 性 限 界 試 験

塑 性 限 界 試 験

落 下 回 数

落 下 回 数

含
水

比
w

（
％

）

落 下 回 数

落 下 回 数

落 下 回 数

含
水

比
w

（
％
）

落 下 回 数

含

水

比

容 器 No.

m a

m b

m c

w

g

g

g

％

含

水

比

容 器 No.

m a

m b

m c

w

g

g

g

％

含

水

比

容 器 No.

m a

m b

m c

w

g

g

g

％

含

水

比

容 器 No.

m a

m b

m c

w

g

g

g

％

含

水

比

容 器 No.

m a

m b

m c

w

g

g

g

％

含

水

比

容 器 No.

m a

m b

m c

w

g

g

g

％

液性限界 w L ％ 塑性限界 w p ％ 塑性指数 I p

液性限界 w L ％ 塑性限界 w p ％ 塑性指数 I p

特記事項

環廃委第2号　新ごみ処理場建設に係る地質調査業務  2023年 8月 22日

青木　由佳子

P2-7 (9.15～9.47m)

43

556

20.02

18.80

17.36

84.7

37

699

20.51

19.02

17.29

86.1

31

529

21.15

19.20

16.99

88.2

24

562

20.43

18.96

17.35

91.3

16

644

20.33

18.86

17.33

96.1

11

680

20.94

19.23

17.53

100.6

684

20.98

20.05

17.17

32.3

535

20.85

20.07

17.67

32.5

618

20.81

20.08

17.88

33.2

90.9 32.7 58.2

P2-8 (10.15～10.45m)

42

621

20.26

18.79

17.20

92.5

35

697

20.42

18.97

17.43

94.2

29

572

20.13

18.79

17.40

96.4

23

568

20.03

18.65

17.25

98.6

17

522

20.47

18.82

17.19

101.2

10

671

20.90

19.22

17.64

106.3

508

21.60

20.78

18.19

31.7

509

20.76

19.95

17.32

30.8

648

20.47

19.83

17.77

31.1

97.6 31.2 66.4

流動曲線

5 10 15 20 25 30 40 50
80

85

90

95

100

105

110

115

120

125

130

流動曲線

5 10 15 20 25 30 40 50
80

85

90

95

100

105

110

115

120

125

130

y-aoki
kowa



土質試験写真

土質試験写真

土質試験写真

02_土粒子の密度試験

01_土の湿潤密度試験

03_土の含水比試験

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白



土質試験写真

土質試験写真

土質試験写真

06_土の液性限界試験

05_土の粒度試験
(沈降分析)

04_土の粒度試験
(ふるい分け)

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白



土質試験写真

土質試験写真

08_土の繰返し
非排水三軸試験

07_土の塑性限界試験

余　　　　白

余　　　　白



試料状況

試料状況

試料状況

試料状況
T-1(4.00～4.45m)

試料状況
T-1(5.00～5.90m)

試料状況
T-2(5.90～6.90m)

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白



No.1

No.1

No.1

余　　　　白

03.足場仮設組立状況

余　　　　白

02.機材運搬状況

余　　　　白

01.着手前



No.1

No.1

No.1

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白

04.試掘状況1ｍ

05.傾斜状況1

06.傾斜状況2



No.1

No.1

No.1

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白

07.傾斜状況3

08.全景

09.掘進作業中



No.1

No.1

No.1

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白

10.標準貫入試験中

11.貫入試料1ｍ

12.貫入試料2ｍ



No.1

No.1

No.1

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白

13.貫入試料3ｍ

14.貫入試料5ｍ

15.貫入試料7ｍ



No.1

No.1

No.1

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白

16.貫入試料8ｍ

17.貫入試料9ｍ

18.貫入試料10ｍ



No.1

No.1

No.1

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白

19.ロッド残尺1

20.ロッド残尺2

21.ロッド残尺3



No.1

No.1

No.1

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白

23.ロッド検尺1

24.ロッド検尺2

22.ロッド残尺4



No.1

No.1

No.1

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白

27.孔内閉塞
(ベントナイトセメント)1

25.ロッド検尺3

26.ロッド検尺4



No.1

余　　　　白

28.孔内閉塞
(ベントナイトセメント)2



No.1(別孔)

No.1(別孔)

No.1(別孔)

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白

01.試掘状況1
 0.30ｍ塩ビ管

02.試掘状況1
0.30ｍ近景

03.試掘状況2
 0.50ｍ



No.1(別孔)

No.1(別孔)

No.1(別孔)

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白

04.試掘状況2
 0.50ｍ近景

05.試掘状況3
0.50ｍ

06.試掘状況3
 0.50ｍ近景



No.1(別孔)

No.1(別孔)

No.1(別孔)

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白

07.試掘状況4
1.00ｍ

08.試掘状況5
 0.30ｍ

09.試掘状況5
 0.30ｍ近景



No.1(別孔)

No.1(別孔)

No.1(別孔)

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白

10.試掘状況6
 1.00ｍ

11.全景

12.掘進作業中



No.1(別孔)

No.1(別孔)

No.1(別孔)

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白

13.トリプルサンプリング
5ｍ 1

14.トリプルサンプリング
5ｍ 2

15.ロッド残尺1



No.1(別孔)

No.1(別孔)

No.1(別孔)

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白

16.ロッド残尺2

17.ロッド残尺3

18.ロッド検尺1



No.1(別孔)

No.1(別孔)

No.1(別孔)

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白

19.ロッド検尺2

20.ロッド検尺3

21.ロッド検尺4



No.1(別孔)

No.1(別孔)

No.1(別孔)

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白

23.孔内閉塞
(ベントナイトセメント)2

24.施工後

22.孔内閉塞
(ベントナイトセメント)1



No.2

No.2

No.2

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白

01.着手前

02.資材運搬状況

03.足場仮設状況1



No.2

No.2

No.2

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白

04.足場仮設状況2

05.足場仮設状況3

06.足場仮設状況4



No.2

No.2

No.2

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白

07.足場仮設状況5

08.足場仮設状況6

09.全景1



No.2

No.2

No.2

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白

10.全景2

11.掘進作業中

12.標準貫入試験



No.2

No.2

No.2

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白

13.貫入試料1ｍ

14.貫入試料2ｍ

15.貫入試料3ｍ



No.2

No.2

No.2

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白

16.貫入試料4ｍ

17.貫入試料5ｍ

18.貫入試料6ｍ



No.2

No.2

No.2

19.貫入試料7ｍ

20.貫入試料8ｍ

21.貫入試料9ｍ

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白



No.2

No.2

No.2

22.貫入試料10ｍ

23.ロッド残尺1

24.ロッド残尺2

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白



No.2

No.2

No.2

25.ロッド残尺3

26.ロッド残尺4

27.ロッド検尺1

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白



No.2

No.2

No.2

28.ロッド検尺2

29.ロッド検尺3

30.ロッド検尺4

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白



No.2

No.2

No.2

31.ロッド検尺5

32.ロッド検尺6

33.調査孔閉塞
(セメントミルク注入)

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白



No.2

No.2

34.施工後1

35.施工後2

余　　　　白

余　　　　白



No.2(別孔)

No.2(別孔)

No.2(別孔)

01.全景

02.掘進作業中

03.トリプルサンプリング
5.9ｍ 1

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白



No.2(別孔)

No.2(別孔)

No.2(別孔)

04.トリプルサンプリング
5.9ｍ 2

05.トリプルサンプリング
5.9ｍ 3

06.ロッド残尺1

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白



No.2(別孔)

No.2(別孔)

No.2(別孔)

07.ロッド残尺2

08.ロッド残尺3

09.ロッド残尺4

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白



No.2(別孔)

No.2(別孔)

No.2(別孔)

10.ロッド検尺1

11.ロッド検尺2

12.ロッド検尺3

余　　　　白

余　　　　白

余　　　　白



No.2(別孔)

No.2(別孔)

13.ロッド検尺4

14.調査孔閉塞
(セメントミルク注入)

余　　　　白

余　　　　白
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